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	３番
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	５番
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　　　　　　　　　　議　事　の　経　過

　　　　　　　　　　◎開会及び開議

○議長　　全議員の出席を見ております。
　　ただいまから、令和６年第２回三島町議会定例会を開会いたします。
　　これより本日の会議を開きます。（午前１０時００分）
　　　　　　　　　　◎会議録署名議員の指名

○議長　　日程第１、会議録署名議員の指名でございますが、会議規則第125条の規定により、議長より指名いたします。
　　３番、菅家三吉議員、５番、河越昭利議員の両名を指名いたします。
　　　　　　　　　　◎会期の決定について
○議長　　日程第２、会期の決定を議題といたします。
　　お諮りいたします。
　　本定例会の会期は、本日より21日までの２日間にしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。
　　よって、本定例会の会期は、本日より21日までの２日間に決定いたしました。
　　　　　　　　　　◎諸般の報告について
○議長　　日程第３、諸般の報告を行います。
　　町監査委員よりの月例出納検査の結果報告でありますが、事務局より朗読させます。
　　事務局朗読。事務局長。
　　　　　　　　　　（事務局長朗読）
○議長　　次に、令和５年度繰越明許費繰越計算書の報告について、担当課長より説明願います。
　　総務課長。

　　　　　　　　　　（総務課長朗読）
○議長　　次に、地方自治法第243条の３第２項の規定による法人の経営状況及び事業計画が提出されております。すみません、一つ抜けておりました。
　　産業建設課長。
　　　　　　　　　　（産業建設課長朗読）
○議長　　次に、地方自治法第243条の３第２項の規定による法人の経営状況及び事業計画が提出されております。担当課長より説明願います。
　　初めに、会津桐タンス株式会社経営状況報告について説明願います。
　　特命担当課長。
　　　　　　　　　　（特命担当課長説明）
○議長　　次に、桐の里産業株式会社経営状況報告について説明を願います。
　　産業建設課長。
　　　　　　　　　　（産業建設課長説明）
○議長　　次に、会津若松地方広域市町村圏整備組合議会の報告について説明願います。
　　２番青木喜章議員。
　　　　　　　　　　（会津若松地方広域市町村圏整備組合議会議員説明）
○議長　　以上で諸般の報告を終わります。
　　　　　　　　　　◎町長の挨拶並びに提案理由の説明

○議長　　日程第４、町長の挨拶並びに提案理由の説明を受けます。
　　町長。
○町長　　令和６年第２回三島町議会定例会に当たり、議員各位のご出席を賜り開会できますことに、敬意と感謝を表するものであります。
　　さて、本年は年明けから能登半島を震源とする地震が発生し、多くの方々が被災し、今なお避難生活を余儀なくされている方もおります。
　　また、先般の報道では、自衛隊派遣期間が東日本大震災を超え、これまで最長になるとの報道もあり、６か月を経過して復旧まだまだこれからであり、改めて震災の恐ろしさを痛感しておるところであります。
　　また、年明けからの気候も不順な状況が続いており、雪が少なく生活にはよかったのですが、早い春の訪れとともに今年も暑い夏がすぐに到来するのではないかと思っているところ、４月、５月は低温が続き、また、霜が降るなど農作物にも影響が出ている模様でございました。
　　また現在、入梅も遅くなっており、６月としては異常な暑さも続き、水田への水不足も発生し、通常の作付ができない圃場もあるようです。しかし、今年の夏も暑くなる予報が出ておりますので、町民の皆様も十分気をつけて対応していただきたいとお願いするものであります。
　　それでは、行政諸般についてご報告を申し上げます。
　　ご報告の第１点は、去る５月11日に桐の里ウォーク2024が開催され、約350人の方々にご参加いただき、今年で７回目となるこのイベントは桐の花が咲く新緑の景色のよい季節に只見川沿いを歩くコースに加え、会津地鶏なども地元のおもてなしも好評で、子供から高齢者の方まで気軽に参加できるイベントとなり、今後も奥会津の景観を楽しみながら健康づくりの輪が広がるように取り組んでまいりたいと考えております。
　　ご報告の第２点は、初めて開催された三島町きずなスポーツフェスティバル2024です。保小中運動会については、コロナ禍により中止や規模縮小を余儀なくされておりましたが、本年度新たな取組として保育所から小学校、中学校までを連携し、さらに保護者の方々や地域の方々にもご参加いただく祭事として盛大に開催することができました。趣向を凝らしながら競技や児童生徒が主体的運営に加わるなど、児童生徒はもちろんのこと保護者、住民の方も皆さん笑顔で参加され、初夏の陽気となった一日を楽しみました。今後もこの連携を継続して実施してまいりたいと考えております。
　　ご報告の第３点は、38回目を迎えたふるさと会津工人まつりが６月８日、９日の両日開催され、２日間を通して町内及び全国から150を超える工人の方の出展をいただき、県内外より１万1,000人の方々に会場を訪れていただきました。２日間天候に恵まれ、会場となった工芸館前のナラの林の中では、テーマでもある「作る人の手から使う人の手へ」と工人の方々と来場者の交流が行われ、にぎやかではありますがゆったりとした時間が流れておりました。
　　また、「日本で最も美しい村」連合福島県内加盟町村交流事業展も同時に開催され、大玉村、飯舘村、昭和村の方々にご出展いただき、各町村の特産品が販売され、大変盛況となりました。今回も当町と協定をしている台湾工芸研究発展センター、雲林科技大学　　　の方々が台湾より工人まつりに参加してくださり、台湾工芸品の展示販売に来場者の注目が集まっておったところでございます。物づくりという共通の取組を通して、技術、文化交流はもちろんですが、今後はこの取組を経済効果につなげるよう、観光事業等も連携しながら取り組んでまいりたいと思っています。
　　また、工人まつりと同時に住民民間の方々が主催する、てわっさの里まつり、山と木の市場が開催され、各会場とも多くの方々が訪れていただき大変なにぎわいが生まれております。もてなしの心を忘れず、町のＰＲにつなげてまいりたいと考えております。町民の皆さんには、まつりへの参加ご協力をいただきましたことに心から御礼を申し上げます。
　　それでは、本定例会にご提案を申し上げました議案についてご説明を申し上げます。
　　議案第38号は、専決処分を求めるについてであります。令和６年度地方税制改正により、三島町税条例の一部を改正する条例を令和６年３月31日公布、令和６年４月１日より施行により、議会を招集する時間的余裕がなかったことから、地方自治法第179条の規定により専決処分として今議会において承認を求めるものであります。改正内容としては、住民税減税に伴う規定の整備等の改正で、定額減税の住民税１人１万円に対応するものでございます。
　　議案第39号は、三島町国民健康保険税条例の一部を改正する条例であります。国民健康保険法施行令の一部改正に伴う関連規定を整備するもので、国保税後期高齢者医療分課税限度額及び低所得者に対する軽減所得判定基準を引き上げる所要の改正にするものであります。なお、本年度の国民健康保険税につきましては、税率の変更はなく、据置きとしております。
　　議案第40号は、令和６年度三島町一般会計補正予算で、歳入歳出3,130万円を増額し、歳入歳出それぞれ27億1,230万円とするものです。
　　補正予算の主な内容は、歳入においては民生使用料で多目的集会施設直営に伴う入湯料を計上し、国庫支出金ではマイナンバーカードと保険証の一体化に伴うシステム整備の戸籍住民基本台帳費補助金を計上、県補助金の農業費補助金では、各地区鳥獣害対策転作への福島県野生鳥獣被害防止地域づくり事業補助金の計上、過疎対策事業債では町道寺沢吉田線の整備分外３事業を計上いたしました。不足する財源は、令和５年度繰越金を計上しております。
　　歳出においては、人件費については人事異動により一般会計全体で増額計上しております。
　　総務費の交流センター運営費では、交流センター非常用発電機が現在、機器不都合により非常時に稼働しない状況なので修繕料を計上いたしました。
　　民生費では、三島町多目的集会施設直営に係る経費として需用費、通信運搬費、委託料を予算に計上し、委託料は当初予算で計上していた指定管理者委託料を差し引いて計上いたしました。
　　児童福祉費では、保育所砂場修繕、児童手当システム改修を計上いたしました。
　　衛生費では、保健衛生総務費に歳入でもご説明しましたマイナンバーカードと保険証の一体化のための健康保険システム改修委託料を計上してございます。
　　農林水産業費の農業振興費では、農林水産加工施設に係る消火器購入と缶巻締機修繕費、中川井用水路取水口整備費経費を計上いたしました。
　　農地費では、地区要望対応事業として、大谷地区農道土豪再整備、大石田地区水路改修を計上いたしました。
　　商工費、観光費では、需用費消耗品で指定管理者施設の消化器購入、あるいは修繕料で施設破損個所修繕経費を計上、工事請負費ではテレサ・テン歌碑建立工事の設計精査による事業費増加分を計上し、備品購入費では指定管理者施設の温水ポンプが使用不能となったため新規購入経費を計上いたしました。
　　土木費、道路維持費では、需用費修繕料で地区要望対応事業として大石田、西方地区の町道２か所の側溝蓋がけと消雪施設改修として、大石田、川井地区の改修を計上し、水防費では申請事務不手際による交付金返還経費を計上いたしました。
　　教育費では、町民運動代替施設利用に伴う校庭等の整備経費として中学校費及び生涯学習センター費に報償費、委託料、原材料を計上いたしました。
　　議案第41号は、令和６年度三島町国民健康保険特別会計補正予算で歳入歳出26万3,000円を増額し、歳入歳出それぞれ１億8,097万8,000円とするものであります。例年６月議会は、被保険者の所得の確定による国保税の税率を算定することが重要懸案事項でありますが、本年度の本査定では保険税率を据置きすることといたしました。補正の主な内容ですが、歳入におきましては本算定による保険税総額の増額で、歳出では高額介護合算療養費、一般被保険者事業費給付金、後期高齢者支援金分事業給付金を増額しております。
　　以上、本定例会にご提案申し上げました議案の概要についてご説明を申し上げました。
　　なお、各議案につきましては、それぞれ担当課長をもって詳細にご説明を申し上げますので、何とぞよろしくご審議を賜りますようにお願いを申し上げ、ご挨拶並びに提案の理由といたします。
　　　　　　　　　　◎一般質問
○議長　　日程第５、一般質問に入ります。
　　通告者は５名であります。順番に発言を許します。
　　最初に２番、青木喜章議員。
　　青木喜章議員の持ち時間は、11時42分までとさせていただきます。
○２番　　２番、青木喜章です。一般質問をさせていただきます。
　　まず、大きく２点について質問させていただきます。
　　まず、第１点目ですが、さきの４月町議会議員選挙が行われました。その結果についてであります。去る４月に町議会議員の一般選挙が行われました。全国的に議員の成り手不足が言われておる中、当三島町では今までと変わり、若い方、そして女性の方が立候補され議員になられました。この結果を、どのように受け止められておるのか。そして、全ての投票者が現在の町政の応援者ばかりではないのかと思われます。それで、今後の矢澤町政の運営に変化はあるのか、お伺いいたします。
　　大きい２点目になります。消滅可能性自治体への取組についてであります。さきの新聞報道によりますと、全国ほとんどの自治体が将来消滅の可能性があると報じられ、６月５日の新聞報道では福島県内三島町を含む３つの町村が、今年度、出生がゼロという予想が報じられております。いろいろな町として取組をしているのはもちろん承知しておりますが、実際に効果が上がっていないのが現実かと思っております。
　　そこで、この６月の定例会では、いろいろこの問題点ありますが、全ての問題についての質問は無理だと思いますので、今回は人口減少に対しての交流人口、関係人口を増やすための努力について、次についてお伺いいたします。
　　まず１点目。50年を迎えた特別町民制度、すばらしい発想での制度だったと思いますが、現在は広報紙を送ったり程度で相互交流というような状況が見られず、いまいちのように思われます。見直し、再生をし、再びこの特別町民制度の活性化する考えをお伺いしたいと思います。
　　２点目。三島町は以前から連携都市とか、姉妹都市の取組がありません。台湾とは編み組み関係での交流協定はありますが、今後、姉妹都市あるいは大学などとの連携など考えられないのか、お伺いいたします。
　　３点目。現在の活用をさらに進めて、空き学校を利用した山村留学または短期的な夏合宿、冬合宿等により交流人口が増やせないか。これは今現在、カタクリがあのような状況ですので、それを念頭に申し上げる次第であります。検討をお伺いいたします。
　　最後に、いろいろ提案要望は申し上げましたが、あくまでもこれら企画立案は町当局であります。職員の皆様、積極的な視察研修を考えられ実施し、町のために役立てていただきたいと思います。
　　以上、一般質問をさせていただきます。
○議長　　答弁を求めます。町長。
○町長　　２番青木議員のご質問にお答えいたします。
　　第１項目のご質問でございますが、先般の三島町議会議員一般選挙において新たな方々の立候補で８年ぶりの選挙となり、久々に町内が活気づいたと感じております。当選された８名の議員の皆さんには、改めてお祝いを申し上げます。
　　今回の選挙結果についてですが、多くの町民の方々が若い世代の方々に投票された結果であることは認識しております。これは新たな方が新しい動きを見せることに期待するということであると認識しておりますので、今後、議会や議員活動を通しながら様々な提案、あるいは意見交換を行っていただければよろしいかなというふうに考えております。
　　また、今回の選挙においては、議員の方々がそれぞれ三島町のまちづくりについて訴えてこられたことに対し、町民の皆さんも賛同し、各議員の方々へ投票されたことと思いますので、新たな議員の方々とともに議会の場で町民の方々にとって、よりよいまちづくりのために議論してまいりたいと思っております。
　　また、町政運営に変化があるのかについてではございますが、私が進めるまちづくりに大きな変化はありません。なぜならば、三島の将来は過去にあると常に私は信じております。過去を不易流行じゃないんですけれど、いいところを取りながら、悪いというか、当時のいろいろな人がやったことの時代の流れにそぐわないときは、それは削っていくということが私の基本的な町政への考え方でございます。
　　昨今、消滅可能性市町村と出生者数ゼロという発表もあり、このことは大きな課題として私も捉えております。この課題に対応していくには、やはり若い世代、そして女性の視点が重要であると考えております。このことを踏まえ、本町においては、この課題に対応するために関係する事業を連携する、さらにはこの事業に取り組むための組織を創生する、創るということを考えて現在のところ検討しております。これらについては、課長さんたちと相談しながら、どういう組織がいいのか、横串をつなぐにはどういう組織がいいのかというようなことを考えておるところでございます。人口減少に対して、ある面では総合的に取り組んでまいりたいというふうに考えておるところでございます。
　　２項目めの消滅可能性自治体への取組についてでございますが、②、③の姉妹都市あるいは大学との連携並びに空き学校を利用した山村留学等については、教育長のほうから答弁させます。
　　それでは、１項目について答弁いたします。特別町民制度の活性化についてですが、特別町民制度は、ふるさと運動の一環として都市に住む方々がまちづくりに協力してもらう趣旨の下に創生され、令和６年４月１日現在の会員数は187名となっております。特典としては、毎月の広報紙やイベント情報や年末のふるさと小包の送付のほか、町内施設や体験において町民価格での利用料が可能となっております。一方では、現在の取組は、品物を送るといった単一方向でのつながりが主となっております、議員ご指摘のとおり、本来の目的である特別町民が持つふるさとへの思いやアイデアをまちづくりに生かし、双方向の意見を交換しながら三島町をつくっていくというのが、このふるさと運動の大きな主眼だったろうというふうに考えております。このため、ふるさと運動50周年を迎える今年度においては、町職員によるふるさと運動50周年記念事業推進プロジェクトチームを設置し、ふるさと運動に関係するウェブサイトを構築します。ウェブサイトでは、三島町のまちづくりの基礎であるふるさと運動の成り立ちや、現在の取組状況を紹介するほか、まちづくりに関する意見交換ができるページを設け、特別町民と対話できるような仕組みを構築したいと考えております。さらには、三島町出身者等で構成する首都圏みしま会や若松三島会との連携、ふるさと納税制度などを活用し、関係人口を拡大しながら人と人とのつながりをつくり、多様な人材によるまちづくりに努めてまいります。
　　第２点目の姉妹都市による連携につきましては、国内での姉妹都市連携を見てみますと、文化的交流や歴史的なつながりなど様々な要因があって提携されております。本町においては、このような要因が少なく、姉妹都市連携にまだ至っていないのが現状であります。しかし、本町では生活工芸、テレサ・テン、只見線による台湾交流事業をはじめ、いわき市四倉地区との海山交流事業、新たな事業としては「日本で最も美しい村」連合福島県内加盟町村交流事業などが展開されており、それぞれの事業において新たな交流が生まれております。このつながりを充実させるほか、本町は会津桐あるいは美坂高原などの地域資源がありますので、この資源を生かした他地域との交流事業についての取組、交流、関係人口への発展につなげてまいりたいと考えております。
　　第２項目めの２点目の大学との連携でございますが、先ほど申しましたように山村留学とか交流人口は教育長さんのほうに答弁させます。
　　青木議員の最後に職員の積極的な視察研修の実施を望まれるご提案をいただきました。私も窓口職員時代から視察とか研修はよく行かせていただきまして、そしてどこに課題があるのかというようなことをみんなチームで考えたことがあります。やはり研修を積極的にしていただいて、本町が抱える課題等に対応するための研修について職員とも協議して実施してまいります。
　　以上です。
○議長　　教育長。

○教育長　　大学との連携についてのご質問でございますが、本町は福島大学と文化、産業、環境、教育の分野で援助協力し、相互発展を目的に平成21年３月に相互友好協力協定を結んでおります。教育委員会では、令和４年から保育所、小中学校連携による学力向上の研修会に福島大学の先生に毎年４回ずつ訪問していただき、指導助言をいただいておりました。その研究会には、やがて福大の学生も研修に参加するようになってきました。今年度は、これまでの本町の取組が大学に評価されまして、将来大学を目指す大学２年生約40名が、11月に１泊２日で三島小学校と中学校で実地研修を行いたいという申出がございました。教育委員会といたしましては、交流人口や関係人口を増やすまたとない機会と考え、森の校舎カタクリに宿泊していただくなど、今後も本町での研修が継続していただけるよう全面的に支援、協力していきたいと思っております。この研修によって、福大生と触れ合った子供たちの中から将来教員になって町に帰ってきてくれたり、研修で本町を訪れた学生の中からぜひ三島の学校で働いてみたいという方が現れたりすることを大いに期待しているところです。
　　次に、森の校舎カタクリを利用した山村留学や短期的な夏と冬との合宿による交流人口の増加についてのご質問でございますが、町の総合教育会議でも町長からも指示を受け、現在課内で他の自治体の先行事例など情報を収集しているところでございます。まず山村留学につきましては、子供たちの生活スタイルによっておよそ４つの方式に分かれているようで、１つは家族方式といって家族で転居してきていただいて地域で生活していただく。２つ目は寮方式で年間を通じて寮で生活をする方式で、そこには通常、専門の指導員が常駐して集団生活の指導のほかに休日を利用した様々な体験活動が組まれているようです。３つ目にはホームステイ方式で、年間を通じて地域のご家庭にお世話になって、地域の心温まる生活を一緒に送るというようなことだそうです。４つ目は学園方式といって、月の半分は寮で、残りの半分はご家庭でホームステイというような方式だそうです。本町で山村入学を実現するためには、例えば寮につきましては森の校舎カタクリ等の全面改修、また専門指導員の確保、ホームステイの場合には子供の面倒を見ていただけるご家庭の確保、また年間を通じての体験活動の構築など、様々な課題について解決策を検討していく必要があると考えております。そして山村留学を実施している自治体の多くには高校がありまして、特色ある高校教育と自治体とが連携して一層魅力ある山村留学になっている場合が多いようです。
　　次に、短期的な夏や冬の合宿につきましては、福島県では南会津の舘岩地区の例によりますと、夏の山村留学では小学校の３年生から中学３年生が対象で、５泊６日で民宿に３泊、ホームステイ２泊、プログラムは星空観察や渓流釣り、藍染め、収穫体験、キャンプ、地元児童との交流などでした。冬も同様で、４泊５日でホテルに２泊、ホームステイ２泊で、雪遊び、餅つき、正月飾り作り、郷土料理など、いずれも経費は約５万円程度だったかと思います。また、会津坂下町の福島県会津自然の家では、経験豊かな指導員による魅力ある体験活動も充実しておりまして、しかも安価で利用できるのが特徴です。
　　いずれにいたしましても、本町で短期合宿を実施する場合には、他と差別化を図るために魅力的で特色あるプログラムを有する必要があるのかなというふうに考えております。なお、大変残念ながら森の校舎カタクリの宿泊室には現在冷房がなくて、夏の時期の利用は大変厳しい状況になっております。今後利用頻度を増やすためには、食事の提供も含めて環境面の整備が一層必要だと考えております。今回、青木議員さんから大変示唆に富んだご質問をいただきまして大変参考になりました。しかもよい企画や立案をするためには、町職員の積極的な視察や研修が必要であるという大変ありがたいご提言までいただきまして、大変感謝申し上げます。今後は、他の自治体の状況なども参考に課題を整理して、さらに研究を重ねていきたいと考えております。
○議長　　再質問を許します。青木議員。
○２番　　まず１点目ですが、いろいろ町長も分析されているものと思いまして、なお、より議員とのいろんな議論、話合いを積極的にしていただき、なおかつ一番最後に申し上げました職員、管理職はもちろんですが、一般職員の方積極的な、事務量も大変かとは思いますけれども、ぜひともいろんな方面に出していただき情報を得、町のために積極的に動いていただくことを期待しますが、再度、その姿勢を強調していただきたいと思います。
○議長　　町長。

○町長　　今ほど、若い人たちを積極的に研修に出させろというようなことでございます。当然、私たち若い頃というとちょっと語弊がありますけれども、当時の組長さんから、何が課題なのかということを常に考えながら仕事をしろということで、これは酸っぱく言われていた。それに基づいて、５人ぐらいなんですけれども、いろいろ自主的にその課題に対してどういうふうに各課で対応していくのかというようなことが非常に参考になっております。このやり方がいいかどうかはまた別として、やはり若い職員を違う世界を見ていただいて、そしてその違う世界から三島を見ていただくということも大事かなというふうに考えておりますので、積極的に研修に出して、その前提になるのは何が問題なのかというようなこともしっかり考えていただくということが大事なのかなというふうに考えておりますので、なお、いろんな会議の中で職員にそのことを酸っぱくというか、あまり無駄にならないような考えで教育指導していきたいというふうに考えております。
○議長　　青木議員。

○２番　　１点目につきましては、これからのいろんな動きの中で出てくるかと思いますので、これからぜひ期待したいところであります。
　　大きい２点目についてお伺いいたします。これはどちらになるか、教育委員会か町かはあれですが、今現在、ゼロ歳から20歳まで町の人口どのくらいいるか把握しておられますか。
○議長　　生涯学習課長。

○生涯学習課長　　現在、ゼロ歳児から二十歳、20歳まで、本年度二十歳を迎える人口につきましては、122名となっております。
○議長　　青木喜章議員。

○２番　　結局何を言いたいかっていいますと、この方々、方々というか子供たちが20年後、すなわち働く世代になる人口になるといいますと、今現在、いる方々、今、20歳から40歳の方の人数と比べて、今現在ゼロ歳から20歳の人、122名働き盛りしかいない。その中で男女比はどうなるかといいますと、おのずと厳しい数字になることは私から言うまでもありません。ということで、いかに話が戻って関係人口、交流事業、ひいては定住人口にいかに結びつけるか。それが一番の課題であるし、地元に残っていただく、来ていただく、に対しての政策、予算づけが最も大事になってくるんではないか。それで各課それぞれにいろいろ検討されておりますけれども、よく町長は足元の泉をという話をします。どういう泉を掘るのか。言葉としては分かりますが、具体的予算づけの場合、私はある程度絞った予算づけていくべきではないのかと。広く浅く各課それぞれに満遍なくというような考えでなく、三島町はこれでいくんだ、この分野に特化して予算づけを集中的にする、そういう考えがこれからは必要でないかなと。その辺、いかがお考えかお伺いします。
○議長　　町長。

○町長　　この前、ＮＨＫのＢＳ見ていたんです、石見銀山の。そこは子供が十五、六人しかいなかった。ところがある人がぽんと映って、地域の子供たちを見ていただける地域の雰囲気だった。非常にそういうことが憧れて、それが何とかっていう町だったんですけれど、本当に人口がどんどん増え始めていくという、例外ですけれどもそういうような、それはやっぱり自分たちの地域を、行政はもちろんですけれど、地域の方がどういうふうにしていくのかというのが大事な一つの大きな考え方でないかと。いつもこの議論でするのはやはり、例えばいろいろな個人的な世界を持っていますし、個人が例えば高校へ行って、大学行って、そのまま東京へ行くということが我々の時代は非常に憧れの時代であったなというふうに考えております。そういうことじゃなくて、やはりそれは何かというとお金の問題、例えば三島で100円取って若松で500円、東京だと１万円取るという、そういうお金が豊かになることによって、お金が大きくなることによって幸せな生活ができるというそういう憧れというか、我々の頃はそういう学校での憧れを先生からもいただいたというようなことでございますけれども、しかしながらこの時代になって、本当にどこの国もある面ではむちゃくちゃじゃないんですけれども相当弱ってきているというようなことで、だから例えば一つの価値としてお金じゃなくて、豊かさの指数、幸福度指数というのがあって、それがやっぱりヨーロッパではとにかくフィンランドとか、ベルギーとか、フランスなんていうのは、私の国は豊かでして幸福ですよという。日本よりＧＤＰなんかはるかに少ないんですけれど、そういうような、例えば価値観を持っているヨーロッパの一つの姿というのがやはり参考になるんじゃないかなと。だから今までですと日本は豊かで、豊かだったのは中国からいろんな資材をもらったり、あるいは買ったりして豊かに、中国も豊かになる、日本も豊かになる。ところが、今度中国が豊かであれば今度はそんなに行ったり来たりもできないし、貿易もなかなかできないという、もう一度その価値観というのを、じゃあグローバルという形がいいのかというと、本当にグローバル、ただお金が動いている。これも一つの社会の在り方だと思うんですけれども、それにはやはり自分の地域、先ほど青木議員さんの言った地域の泉を掘るというのは、自分の足元を見ながら、どういう子供を育てていくのかというのがやはりこれから大事な時代に入ってきているんじゃないかなというふうには考えております。しかし行政がこれだということの、何ていうか、理由づけは、何というか価値づけは保護者あるいは子供たちにはできませんけれども、そういうことも一つの選択肢の一つだというようなことをやっぱりこれからも地域のほうで教えていかなきゃならないというふうに考えております。確かに、青木議員おっしゃったように、なかなか難しい問題でございます。しかしながら、やはり難しいことに挑戦をするということは、やはり役場の我々の姿だというふうに考えておりますので、議員さんだろうが、やはり役場職員だろうが、そういうことは町のためにどうしていったらいいのかということをやはりみんなで、我々はそれを一つの大きな職業、仕事としておりますけれども、なかなかうまくどこの町村でもうまくいっていない。だから三島町の、何ていうかな、そういうこともつくり上げるということは、やはり議員の皆さん、あるいは住民の皆さんのご意見をいただきながら、やはりつらいんですけれども、頑張っていきたいなというふうには考えてはおります。
○議長　　青木喜章議員。

○２番　　その交流人口、関係人口ということで、特別町民制度50周年ということでウェブサイトというような答弁がありましたけれども、もうちょっと詳しく説明いただけたらと思います。
○議長　　地域政策課長。

○地域政策課長　　ウェブサイトの仕様の中身についてなんですけれども、具体的には、いわゆる特別町民制度、人と人とのつながり、これを大事にするというところが根幹にあります。今回のウェブサイトについては、いわゆる人と人のつながりを持ってまちづくりをどうしていくか。そのまちづくりのために特別町民の方が、町に対する思いであったり、我々が特別町民の方への何をしてほしいか、どうしてほしいかというのを相互に意見交換する場ということを考えております。具体的な仕様については今後検討していきますが、そのような議論の場というふうに思っていただければというふうに思います。
○議長　　青木喜章議員。

○２番　　当初、50年経過したわけですが、現在187名ですか。最高、何ていいますか、一番多かった会員の頃って何名ぐらいおられますか。
○議長　　地域政策課長。

○地域政策課長　　昭和51年３月の公民館報に出ていた記事によりますと、世帯が849世帯、人数で3,500人というふうな統計があります。特別町民の人数です。

○議長　　青木喜章議員。

○２番　　結局、こういう制度はほかの町村も今盛んにやっていまして、三島町が特化したことではないと思いますが、相当50年ですから、その下の代、下の代って恐らくなっているんだと思います。それで結局、自分の代で終わっちゃったというようなこともあっての減少かとは思いますが、やっぱり今言ったように50周年、何ていいますか、減らさない、減らない努力というのはどんな努力をされたのかお伺いします。
○議長　　地域政策課長。

○地域政策課長　　具体的には特典ということで、当初にはなかった、いわゆるものづくり生活工芸館での利用、こちら町民価格で体験できる、そういう特典を加えたところ、今も60名程度そういった点を利用する方がいらっしゃいます。
　　以上です。

○議長　　青木喜章議員。

○２番　　特別町民制度は一つの例ですけれども、そのほかでどうしてもやっぱり今の日本の社会からすれば、交流人口、関係人口のターゲットは首都圏かなって思います。日本全国どこの町村も一生懸命、人口減少対策は取り組んでおります。その中で、結局首都圏の方々との交流、そして関係、そして将来的には定住云々という流れになればというようなことでの首都圏。それで何度か別な機会でもお話ししましたけれども、この首都圏みしま会もなかなか厳しい組織運営をしているというようなことで、若松三島会はそれなりに頑張っておられるというようなことで。せんだって、このほかにみやぎ会津会というような団体もあります。あと福島でしたかな、福島何とか会というのもあるはずです。そういうふうに、やっぱり何ていいますか、姉妹都市とは別な意味でのそれは厳しいということですので、こういう三島町出身者、あるいは興味を持っていただける方は全国にあってもいいのかなと思います。そういう意味の中での、何回も話していますが、首都圏みしま会、てこ入れ策もう一度お伺いします。
○議長　　町長。

○町長　　首都圏みしま会も、青木議員さんも行かれた時、ほとんど老人世帯になっちゃって、なかなか運営も大変だなというふうに私は感じてはきました。ただ、当時のふるさと運動みたいなのは、45年頃は三島町の人口減少が一番減ったというようなことで、都市と農村の交流をやろうというようなことで、そのためには地区プライドという地区をどういうふうにしていくのかという地区の振興、そしてあと健康づくり運動、そういうのを40年から50年前にこの三島町がやっていたというのは、今で言えば地方創生なんですけれど、大変なことだというようなことでいろいろな学者先生は、来る人、来る人が本当に言っている。そんなの50年前からふるさと運動とか、地区プライド運動、有機農業運動とか、中にはなかなか廃れた運動もありますけれども、それ今こそこの運動ができる時代なんだろうというふうに、先生はお話、小田切先生というのがいたんですけれど、話された。それでこの前も、県庁のトップが来まして、そういう話をしましたけれども、ええ、三島町そんな前からやっているのというようなことで、当然三島町はそういうことでやっていますけれども、どんどん人口が減る。しかし総体的には１億2,000万人の人口がありまして、あと、例えば50年後には１億を切り、2100年頃は6,000人か8,000人になるというような統計が取れ、そしてなおかつ東京の出生率が0.99の出生率ですから、そうした場合に日本の人口というのは、何か今の一つの社会の仕組みだともうどんどん減るというふうに私は考え、この仕組みをやっぱ変えていくということが大事なんだと。そのためには、やはりある面では会津は一つって、これ会津で言っていますけれども、それを循環する、その地域の中で例えばお金が循環していく、あるいは農業が循環していくという地域をしていかないと、ますます子供たちも減るということでございますので、その今のこのつながりを、例えば今いろいろな人が入っていただいて、そういうことをきちっと打ち出すということが非常に大事で、そうすると例えば健康問題は農業の問題だと、農業の問題は地域のいろいろな農林業の問題だというようなことを、しっかり循環しながら考えていく時代が来れば、恐らく三島町は残るというふうに考えておりますので、そういう視点で、なお大事にしながら、この考え方を大事にしながら、この三島町を運営していきたいなというふうには考えております。確かに、難しい問題で相対的に人口が減る中で、三島町が人口が増えるなんてことは恐らくあり得ない、あり得ませんけれども、じゃあ何に希望を持つのかということになりますと、やはりそういう考え方がやはりできますと、そうするといろんな人が三島町は、ある面では面白いというか、住みやすい町だというようなことで、選択していただくというような地域をみんなでつくっていきたいなというふうには考えてはいるところでございます。
○議長　　青木喜章議員。

○２番　　本当にこれは、これといった解決策、決定打は厳しいのかと思います。そんな中で、私としては生活工芸アカデミー、それから地域おこし協力隊、これらの制度を積極的に活用し、いかにそういう方々が来ていただき、町のために頑張っていただく。そういうためにインターネットはもちろんですが、いろんな媒体、あるいはお知り合いというかそういうものを通じながら、積極的な人材確保をお願いしたいと思います。
　　それで、あと教育長さん、お答えいただきました大学の連携ということで、福大とのこのような、何ていいますか、取組をされているということを私は今初めて知ったものですから、本当に大変いいつながりとともに継続されることをお願いしたいと思います。
　　あと、学校関係ですから福大ですけれども、違う意味で、例えば物づくりの場合ですと台湾の大学というようなこともあるかと思いますが、別な意味での、ほかの大学は検討されているかお伺いいたします。
○議長　　総務課長。

○総務課長　　ただいま町のほうでＤＸ関係におきまして会津大学との連携とか、過去ですと会津、すみません、東京農業大学とかいろいろ課題によってはそれぞれの連携先を模索しながら、今後とも大学とのまちづくりに支援していただける大学との連携は進めていきたいというふうに考えております。
○議長　　青木喜章議員。

○２番　　そういうことで、いろんな大学、専門学校等々の連携は積極的に進めていただきたいと思います。
　　あと本当に難しい問題ですので、今ここの質問の中で解決する問題ではないと思います。そういう意味で一番最後に申し上げました職員の研修、くどいようですが積極的に、課長じゃなくても一般職員も含め、積極的に出ていただき研修を積み、政策立案に役立てていただきたいと思い、強く要望して質問を終わります。ありがとうございました。
○議長　　これをもちまして、青木喜章議員の一般質問は終わらせていただきます。
　　お諮りいたします。休息を取りたいと思いますが、これにご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　では、11時35分まで休憩といたします。（午前１１時２５分）

◇　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇

○議長　　再開いたします。（午前１１時３５分）

　　それでは、７番、𠮷垣絵梨子議員。

　　なお、𠮷垣議員の持ち時間は、ただいまから12時35分までとさせていただきます。

○７番　　７番、𠮷垣絵梨子でございます。

　　三島町へ来て７年目、受入れていただき今の暮らしができることへの感謝の思いと、よりよい町としていくためにできることをしていきたいとの思いで、この場に立たせていただいております。この町での暮らしに魅力を感じていますが、視点を変えると課題が山積みであり、それらの課題に目を向けるとき、ともすると手後れなのではないかと感じるほど厳しい状況があるとも感じております。小さな町、少ない人口ゆえ、本当に皆が協力し合ってよりよい町、住み続けられる町にしていく必要があり、議会もそのための議論の場の一つであると考えております。至らない点あるかと思いますが、どうぞよろしくお願いいたします。
　　今回は２点について質問いたします。
　　１つ目です。移住定住施策について。私は地域おこし協力隊として３年間、その後、会計年度任用職員として２年間、空き家対策や移住定住促進業務に携わってきました。その間に移住を希望する方々に三島町を知ってもらう必要があることから、移住パンフレットを作成したり、移住体験ツアーを実施するなどをしてきました。ただ、こういった業務を進める際に、いつも疑問だったのは町としてどんな人に来てほしいと考えているのかということでした。移住定住支援員による移住相談や空き家・空き地バンクによる空き家紹介、移住体験ツアーなどは、移住を進めていく上でとても大切なことであり、今後も続けていくべきことですが、これらはあくまで対症療法的です。町として、人口減少対策の一つとして移住定住促進を進めていくのであれば、こういった人に来てほしいというビジョン及びそのための事業展開が必要だと考えますが、町長はその点をどのようにお考えかお聞かせください。
　　続いて、各種事業の抜本的な見直しについてお伺いします。上記質問のような、長期的な視点に立ったビジョン、事業計画などを考える余力がないことが、私は現状課題ではないかと考えます。私が勤めていた当時から地域政策課の職員は、イベント運営をはじめ、様々な業務を抱えており、それらの業務をこなすことで手いっぱいの状況でした。そのため、移住定住促進事業について掘り下げて話し合うことができませんでした。私自身が言うのは大変心苦しいですが、移住定住支援員もおらず、さらに職員数も減った上に、イベントなどが増えている現状を考えると、ますます必要な事業について具体的に中身を考え、実施していくことは難しいのではないでしょうか。
　　私自身が所属していたのは地域政策課でしたので、ほかの課のことは詳しくは分かりませんが、夜遅くまでの残業や休日出勤を踏まえ、職員の負担はとても多かったように思います。小さな町、少ない職員でもやることが減るわけではなく、皆さんが一生懸命に業務に取り組まれていることは十分承知しておりますが、職員が日々の業務をこなすことだけで精いっぱいで将来を見据えた事業を考え、実施していくことができないのは問題だと考えます。
　　５年間勤めた経験から、また一町民として、既に現状に合わず形骸化して中身がない事業も多くあるように感じられます。外から来た人がこのようなことを言うことについて、ご不快に思われるかもしれませんが、町の状況を考えると待ったなしの状況であり、限られた人員です。それぞれの事業には始めた当初の思いがあり、続けてきた理由があるのは十分承知しておりますが、将来を考えていく上で本当に町民のため、そして町が持続していくために必要な事業を精査していくことが必要ではないでしょうか。時代に合った新しい事業に取り組んでいくためにも、現状に合わなくなった事業はやめていかなくてはならないと思います。町長は、抜本的な事業の見直しについてどのようにお考えですか。
　　以上です。
○議長　　答弁を求めます。町長。

○町長　　７番、𠮷垣議員の第１問の移住定住施策についてをお答えいたします。
　　初めに、移住定住施策は三島町に住みたい、住み続けたいという思いを実現するための手段であり、人が増えることで地域固有の文化やコミュニティーの維持、地域経済の活性化につながり、ひいては持続的な町の発展が期待されるものと考えております。
　　議員ご質問の、市が望む移住対象者ですが、移住先において明確に定義はしておりませんが、一例としては、町の豊かな自然環境の中で静かな田舎暮らしを求める人や自然素材を用いた物づくりなどの三島町固有の文化、あるいは資源に興味を持つ方々になります。また、地域住民やコミュニティーになじみ、積極的に地域行事等に参加いただける方が望ましいと考えております。具体的な施策としては、町が取り組んでいる事業では、一定期間地域に居住しながら活動をし、地域の定住、あるいは定着を目的とした地域おこし協力隊制度のほか、生活工芸技術の継承と関係人口、または定住を目的とした生活工芸アカデミー、あるいはカスミソウ農家としての就農などが挙げられます。移住の検討に当たっては、自然環境、住居、仕事、子育て、医療、介護など様々なニーズが考えられ、町では住所であれば空き家や町営住宅、仕事であれば特定地域づくり協同組合や新規就農者への支援など、多様な選択肢を用意することが移住につながるものと考えてはおります。移住を検討される方には、初めに移住体験ツアーへの参加を促しており、空き家バンクに掲載している空き家や町営住宅の紹介、物づくり体験、先輩移住者との対談などを行い、移住後のミスマッチングを防ぐように取り組んでおります。
　　今後も移住を希望する方の人数に合わせて、地域になじめるかを丁寧にヒアリングしながら、移住する方と受け入れる地域の方々の双方が豊かな暮らしにつなげるとともに、本町で育つ子供たちが帰って来たくなるような魅力あるまちづくりの推進に人口減少対策を含めた移住対策に取り組んでまいります。
　　先ほども申しましたように、「子育て、まち育て、石見銀山物語」というのがテレビでやっていまして、これは特別な何もなくて、ただ地域のコミュニティーがうまく機能しているという。じいちゃん、ばあちゃんが、例えばこの辺もありますけれど野菜をあげたり、あるいはその子供たちの世話をしたり、そういうことによって、例えばテレビで紹介になっただけあって、より５人のが10人で、今40人ぐらい子供たちも増えたというような例がありますし、ある面では、やはり先ほど足元の泉なんておっしゃられましたけれども、本当にそこが基本になるんじゃないかなというようなことが考えておるところでございます。なかなか難しい問題で、ただ𠮷垣さんが残した足跡が今いろいろ、移住したいという方が非常に多くなっているということで、本当にうちのほうも助かっておるところでございます。
　　ただ、仕事がないということで、今うちのほうとしてはカスミソウとか、あるいは今、生活工芸アカデミー２人終わって、カスミソウ２人就農しました。なおかつ、そういう仕事に就きたいということで、うちのほうとしては次の採用はない、就職する先がないんで、自分で就農するか、あるいは就農した地位と制度を持っているか、そしてあと特定地域づくりということで、昭和と金山と柳津と三島やって、転々としながら仕事を、転々と冬は例えば旅館にいて、夏は建設会社にいて、そういう転々としながら、その地域に定住していただくというようなことも今考えておりますので、そういう制度もあるということで考えておりますので、よろしくお願いいたします。
　　続きましては、２項目めの各種事業の抜本的な見直しについてについてお答えいたします。２項目めの抜本的事業の見直しについてですが、私としても職員が健康的にかつ意欲を持って仕事に従事していただくことが最も重要であると思っております。そして仕事を担当するにおいて、課題や業務の進め方など、しっかりと自ら考え、担当課の中で共有し進めることも大切なことであります。しかし、本町の現状は、議員ご指摘のとおりイベントも多く、職員業務が増大しているのも確かで、加えて、通常業務においても大規模都市、町と同じ対応をしなくてはならず、職員が少ない本町では職員が抱える業務が多くなり、職員が業務に踏み込んでいくことが難しい状況であります。このような状況は、よいわけではございません。本町においても事業を見直しすべく、予算編成時においては、これまでの慣例の事業を構築するんじゃなくて、年度近くの予算編成基準というのは、私の名前でいたします。その中でスクラップ・アンド・ビルドというようなことで、壊すものは壊して、そしてつくるものはつくるというようなことで、そういうのを徹底するように組んで、職員へ指示し、また委託可能な業務に関しては外注するなど業務改善について進めております。
　　また、業務軽減の取組にしては、本町でもデジタルツールを活用し、業務改善を図るＤＸに取り組んでまいります。今年度の取組としては、勤怠管理申請事業業務をシステム化することにより、集計業務軽減に加え、超過勤務、超過取得状況を容易に確認でき、勤務体制改善につながります。加えて、日々業務入力により、担当業務の流れを可視化することで、さらなる業務改善にもつながります。これまで説明したとおり、取組を進めることで議員ご指摘の形骸化している業務等を明確に改廃につなげ、業務改善を図ってまいります。
○議長　　再質問を許します。𠮷垣絵梨子議員。
○７番　　お答えありがとうございました。町の考える移住者像については私自身もそのとおりだと考えており、そのような方々に来ていただけるよう私自身業務に当たってきましたが、今回この点について質問したのは、それでは移住定住施策を推進していくにはビジョンが曖昧で漠然としており弱いと考えるからです。町が振興計画に掲げており、町の持続的な発展や人口減少の対策として移住定住施策を進めていくというのであれば、もっと積極的にビジョンや事業展開を考えていくべきだと考えます。今ほど町長のお話にもありました石見銀山のお話なども、やはりそういった世帯を呼び込みたいという意思があって、そこから取組が広がっていったんだと思うんですけれども、三島町にはそういった考えというのが、働いていた当初私はなかったように感じており、このような質問をしております。私自身もここ三島町の泉みたいなものに引かれてきた人間の１人であり、ここにはすごく魅力があって可能性があると感じております。なので、その魅力だとか可能性というものをもっと打ち出していくべきだと考えますが、その点どのようにお考えかお聞かせください。
○議長　　町長。

○町長　　先ほど申しましたように、何に可能性を感じているのかというようなことで、例えば私は石見銀山みたいな、そういう地域であってほしいと。それはやはり一人一人がそこで輝く人生を送っていくと。例えば、そういうような人がいっぱいいることによって、例えば、ある面では移住者も、あるいはここに住んでみたいなってみんなでコミュニティーを図りながら、この地域に子供たちを育ててみたいなというような地域にするということが、それは移住者が悪いのではなくて、やっぱり我々がどうしていくのかというのが一番大事なんだろうというふうには考えております。挑戦するということは大事ですけれど、なかなかこれは王手、飛車取りではなくて、なかなか難しい問題ですけれども、ただ難しいからこそ挑戦するということがやはり必要で、将来の、先ほど将来のこの地域はどうなるのかということも含めて将来ビジョンというのが、将来ビジョンが恐らく今、日本もあるいは外国も見えないじゃないかと、見ないからこそ、こういうようないろいろなごたごたが続いているということで考えておりますので、そういうことを含めて三島の将来ビジョンはどうなるのかということも、やはりみんなで議論していかないと、行政だけでちょっと制度だけつくるのも簡単ですけれど、やっぱりその中にやっぱり魂というものをどういうふうに入れていくのかということが難しいなというふうに考えています。ただ、やはり𠮷垣議員さんもそういう思い、そういう気持ちでいるならば、やはりみんなで議員さんも含めて一緒にそれに議会だからじゃなくてフリートークみたいにして、例えばフォーラムみたいにしてやっていきたいなというふうに考えております。
○議長　　𠮷垣絵梨子議員。
○７番　　ありがとうございます。私自身もそのように考えており、本当に中身のある議論をして事業を進めていけるように今後考えていきたいと思っております。
　　その中で、移住定住というお話になると、先ほどもやっぱりありましたけれども、若い世帯や子育て世帯というのをターゲットにする傾向が世の中今あるかと思います。当町でもそのような声は様々なところで聞かれますが、先ほどの答弁にもありましたように、では働く選択肢がいろいろ工夫はされていると思いますが、少ない現状を踏まえると、その世帯というのはやはり全国各地でのパイの取り合いで、なかなかやっぱ厳しいというのが私が５年間勤めてきて感じていたところです。
　　そこでお伺いしたいんですが、リタイア世代に焦点を当てて積極的に呼び込んでいくというお考えはありますでしょうか。というのも、この世代の方々は仕事の確保という課題がないため、移住へのハードルが低くなると考えられます。また、第２、第３の人生として物づくりを楽しんだり、これまでの知識や経験を生かしてまちづくりや社会貢献していきたいと考えている方々も多くいると聞きます。実際、地元生まれの方々も移住された方々も、60代、70代、80代の方々の活躍がすばらしく、私はこの町は生涯現役の町だと常々感じております。人口減少による困難が今後様々なところで出てくると思いますが、その１つである集落の維持や住民による町の活性化という点から、この世代の方々は大変貴重だと思います。実際移住された方々の中には、そのお子さんやご親族、ご友人たちが遊びに来ることによって交流人口をつくってくださっているという例も見られます。この世代の方々の場合、介護保険の負担増加等のデメリットも考えられますが、当町の人口減少の状況や集落等の状況を考えると待ったなしの状況と言えます。当町出身の方々にＵターンを促したり、リタイア世代の方々へ積極的に呼び込むアプローチを進めていってはいかがでしょうか。町長のお考えをお聞かせください。
○議長　　町長。

○町長　　先ほど、関係人口とか、交流人口の中でどういうふうに仕込んでいくのかというようなことのお話が議員さんからありましたけれども、やはりその行動が大事かなというふうには考えております。本当にどうしても行政というのは口が先行しますけれども、やっぱりそういう人たちがこの町に来ていただけないかなというか、何ていうか、こういう町だから住んでもらいたいというような自信を持って言えるような地域をつくるにはどうしていったらいいのかというようなことが、やっぱり常に考えてはおりますけれども、なかなか難しい問題です。しかしながら今、𠮷垣さんから提案ありました都市と、例えばいろんな人が来ていただいて、そして今回50周年、ふるさと運動50周年やりますから、そういう人たちがいろいろその世代は我々でちょっと上の世代は特別町民になっています。この下はならないでそのまま東京にいっぱいいると。そういう人たちも関係人口として三島町に住んでみませんかということを、やはり提案するというか、そのためにはやはり先ほど言った、地元の考え方というのはしっかりしないと、何だ期待外れだなんて言われると困りますから、そういうことのないようにやはりある面では積極的にそういうことについてもみんなで議論しながらやっていきたいというふうに考えております。
○議長　　𠮷垣絵梨子議員。
○７番　　今のお答えだと、特にそういった世代の方々を呼び込みたいという意思はあまりないということでよろしいでしょうか。
○議長　　町長。

○町長　　いや、大いにあります。恐らくこの中にも、ある面では東京をリタイアして来ている方も何人か見られるなというふうに感じておりますので、そういう人たちの聞き取り調査とかそういうことを含めて、どういう町を、やっぱり自分のこういうところが悪いだとか、こういうところがいいよとか、例えば、保育所の保育料を無料化し、あるいは学校給食を無料化し、紙おむつの使用を無料化し、いろいろ制度としては無料化はしたんですけれども一向にいろいろな若者世代が来ない、そうなりますとやはりお金ばっかじゃなくて、この地域の中で何が課題なのかなということが、やはり我々はここにどっぷりつかっていますからその課題が見つけられないでいるんじゃないかなと。いることもあると思います。たからいろいろこういうところが、何ていうか、いいことであれ、悪いことであれ、そういうことも議論しながら積極的にリタイアの世代も、私も知っている人いっぱいいますからそういう人に来ていただきたいなというふうには考えております。
○議長　　𠮷垣議員。
○７番　　ぜひその世帯の方々を私はすごく、やっぱりこれまでの知識、経験があったりですとか、やっぱり一緒に接する中でこういった方々というのは本当に力になっていくんではないのかなと考えておりますので、例えば、広報紙でそういった方々、別町民に広報紙というのも配られていると思うので、そういったところで積極的な声かけをしていくですとか、本当移住者の受入れというのは町民の皆さんのご理解があって進んでいくところだと思います。町民の方々にもそういったみんなで受入れていこうという、いろんな考え方があるので、皆さんが皆さん移住者の受入れに賛成とは言い切れないと思うんですけれども、私自身はやっぱり町が持続していくためには移住施策というのは一つだと考えておりますので、そういった町民の理解を得られるような説明だとか周知活動というのをしていただきたいと思います。
　　先ほどの仕事関係ですとか施策について、協力隊制度やアカデミー制度についてお話がありました。現在、この制度というのは見直しの時期が来ているのではないかと感じております。協力隊については、私もかつて募集に関わっていましたが、本当に全国各地で物すごい数の協力隊募集が行われており、今の募集の仕方で応募者が来るとは思えません。現在募集している協力隊の分野については、任期満了後の仕事について不安がありますし、実際、地域循環共生圏構築業務のように協力隊が卒業することによって事業の継続というのが不十分になっていくということも考えられます。協力隊制度というのは移住を推進していくに当たり、とてもいい制度だと思い、使い方次第だと考えております。現在、様々な形で受入れの仕方があり、例えば、事業を起こすという形の起業型の地域おこし協力隊制度もあり、任期満了後の仕事を考えると三島町にはこういった協力隊制度の導入も検討してもいいのではないかと考えます。
　　また、アカデミー制度については、移住施策なのか伝統工芸技術の継承や関係人口づくりが目的なのかというのの整理が必要ではないかと考えます。町民へ説明することも、そして大切だと考えますが、その点についてお聞かせください。
○議長　　地域政策課長。

○地域政策課長　　初めに、地域おこし協力隊についてですが、議員ご指摘のとおり任期終了後の仕事、なりわいの確保というのは我々も課題というふうに感じております。町としては任期中において隊員の興味関心に応じた仕事をご自身で探すほか、先ほど町長が申したとおり、特定地域づくり事業協同組合や就農などを紹介しているものの、都会と比べて選択できる職種というのが少ない状況にあります。議員ご指摘の起業型地域おこし協力隊については、今後制度設計を含めて検討してまいりたいと考えております。
　　続きまして、生活工芸アカデミーの制度についてですが、町としては生活工芸技術の継承というのをまず柱の大きな１つとして据えております。卒業後になりますが、関係人口として町と関わるのか、または生活工芸伝承生などとして定住するかは本人の選択に委ねていることになります。今後アカデミー制度を議論する場として、生活工芸村づくり推進委員会という会議の場もありますので、そちらについて今回議員ご指摘の内容についても協議してまいりたいというふうに思います。
　　最後に、広報の在り方というところだったんですけれども、各種事業について目的や内容が町民の方に広く知られていないという事実があることは承知しております。こちらについても町の中で、役場の中で、検討しながら移住定住の促進のための機運醸成につなげていきたいというふうに考えております。
　　以上です。
○議長　　𠮷垣議員。
○７番　　移住関係について最後に確認、お伺いしたいんですけれども、先ほど町長のご挨拶の中で人口減少対策に対して新しい組織をつくっていくみたいなお話があったかと思うんですけれども、その点もう少し具体的にお聞かせいただけますでしょうか。
○議長　　町長。

○町長　　消滅可能性都市ということで、福島県だと、可能性ですから33市町村あるというようなことで、すぐあの後、課長会議を新聞報道があった後、課長会議を開いて、この問題をどういうふうに解決していくのか。これは来年の例えば組織の改編を含め、あるいは人をどういうふうに割当てるものか、そして県には何を申していくのかということをきちんと整理しながら、それは必ずやっぱりうちのほうの最大の課題として、消滅ですから、課題として進めると。ただ、この消滅という取り方がいろいろやっぱり、増田レポートなんかでちょっとあの人は官僚ですから、なるべくいろいろ国の制度の中で動かすというようなことですが、今までの例えば、うちのほうで交付税とかいろいろもらっているわけですね。例えば、いろいろお金をもらった都会に皆取られ、そしてなおかつそれが交付税として返ってくるというそういう制度は、恐らくもう古くなったと私は思っているのね。やっぱりこの先ほど、地域循環共生圏構想のちょっとお話あって、ああいう地域を、例えば若松の自給圏でその中で、昔の会津藩みたいにして交互に、何というか、若松のものは、こっちのものはいろいろ買うとか、そういうような一つの県あるいは郡山、福島、あるいは白河とか、そういうようなことを含めてやはりやっていかないと、なかなか今までのことが難しくなっているんじゃないかなということで、それはある人にはお話ししたんです。だからそのためにはやっぱり、例えば町の中で組織をきちっとつくる。そしてなおかつそこで働く人をちゃんと充てて、そして消滅にならないようには、やはり女性を、何ていうか、女性だからということじゃなくて、例えば委員会でも女性を半分入れる、あるいは選管でも半分ぐらい入れるとか、そういうシステムをきちっとつくることによって、この地域がよみがえるんじゃないかというようなことで、私あるところにちょっと日曜日行ったんですね。フォーラムです。そのときに女性がもう半分ぐらいいる。終わった後、懇親会でわあっとやるんですけれども、やっぱその中でやはり何ていうか、皆生き生きとしているのね。だから、女の人がいるということは、やっぱりある面では大事というか、考え方が大事、聴くには大事なのかなというふうに考えていますので、そういうことを含めて、やはり女性が来たくなる町、あるいはいろいろな人が来たくなるような町をつくる、多様性に富んだ地域をつくるということが、なかなか難しいですけれど、そのためには医療とか、あるいは介護とか、そういうものを充実しなきゃならないと、医療のないところに定住なしと思っていますので、そういうことを含めて今、これから具体的に来年度に向けて考えます。そのときは、議員の皆さんといろいろ相談しながら原案をつくって、相談をしながらやっていきたいなというふうには考えてはおります。
○議長　　𠮷垣絵梨子議員。
○７番　　ありがとうございました。
　　続いて、各種事業の抜本的な見直しについて再質問させていただきます。答弁の中でスクラップ・アンド・ビルドを徹底するよう職員へ指示しているとのことでしたが、少なくとも私がいた５年間、私が会計年度職員だったからかもしれませんが、私はそのことを全く知りませんでしたし、職員がそのような考え方の下に予算編成を行うための事業評価は難しいのではないかと考えます。地域政策課のことしかよく分かりませんが、スクラップはなく、ビルドばかりで、年々職員が抱える事業、業務が増えていたように思います。
　　振興計画、実施計画に基づき毎年職員がローリング調査を行い、振興計画審議会で事業の見直しもしていると伺いましたが、当町では実際問題として課長含め１人で１事業を担当している状況もあり、また異動もあるため担当者が自身の判断で事業のスクラップをするのは難しいのではないかと考えます。
　　今回、私がこのような質問をしたのは抜本的な見直しが必要な時期に来ていると強く感じるからです。職員が自ら考えることが大切ではありますが、事業の見直しに関してはその全体を見ることのできる町長が先頭に立って進めるべきではないかと考えます。新しい組織運営を今後されるとのお話もありましたが、この点について改めてお伺いできますでしょうか。
○議長　　町長。

○町長　　確かにスクラップ・アンド・ビルドは令和６年度の予算編成指針の中でスクラップ・アンド・ビルドは何十年も続いています。ところがなかなかスクラップがなくてビルド、ビルド、ビルドの予算でみんなもうアップアップになっているというのは、よく分かります。そういうことを含めて、それは各仕事の量も物すごいありますが、各課長の話でも、あるいは係長の話を聞いて、この辺は私の判断で、課長の話を聞かないとこれはスクラップだ、これはスクラップだと言っても、例えば仕事をそこで、例えばこの仕事は大事ですよと言われるかもしれないし、そういうことを含めてよく検討、本当に検討するということで、あと組織ですか、やはり横の、消滅可能性のほうを甦らせるには、やはり横串がないと駄目だと。例えば、これは町民課の仕事、これは政策課の仕事、これは農林課の仕事、教育委員会の仕事、それを束ねるような、これをどういうふうに束ねていくのかというようなことで横串を、なかなか相当大変な立場の人にやっていただかないと、やっぱり人間というのは得意不得意がありますから、その辺を様子を見ながら、ある面ではどういう人がいいのか、県にお願いするということはしませんから、県はしませんから、どんな人が、お話ちょっとしてきたんですけれど、どういう人がいいのかなって、やっぱり束ねるということに、総合行政だからなかなかこれからは進行させるには大変だけれども、でも、じゃあ１回、じゃあ例えば、どこからか職員もらうかとか、そういうことじゃなくて、やっぱり自分たちで、何というか苦しみながら組織をつくっていくというのは大事だと思うんです。そういう視点の中で、先ほど言ったスクラップ、あるいはビルドを新たにしたりして、今後進めていきたいなというふうには考えています。そういうふうには、それは考えています。課長会議の中でも言いましたので、そういうことを含めていきたいなというふうには考えおります。
○議長　　𠮷垣議員。
○７番　　ぜひ本当に考えていただきたいことです。今のお話で、新しく束ねる職員みたいなものを導入されるのかなというふうに思ったんですけれども、そういった立場というのがやっぱり、そもそもこれは私がこれまで認識していたことなんですけれども、町長であり、副町長が言って、そういったことをされるのはその方々なのではないかと、今お話を聞いていて思ったのですが、新たにその方をまた入れるというののメリットというか、どういったお考えなのか、もう少しお聞かせいただけますでしょうか。
○議長　　町長。

○町長　　非常に難しいというか、難しいことだと思うんです。ただ、今の段階では、あの人だとか当然言えないし、だからそういう視点のある人を選んで、例えばやりたいというふうなことがあれば、動かしてほしいなというふうには考えています。自分のことを言ってはおかしいんですけれども、私も自分で何の仕事をやったか、役場にいた時、分からないんですけれど、この文書を書けっていうのを文書書いて、あるいはあそこさ行けって言われたら行って、だからそういうような役割の人って、それが全体として、何ていうかな、それはまだちょっと考えていないんで、なお、考えましたらきちっと整理しながら実施に移すとしますので、今日の返答はこれまでにしていただきたいなと思います。
○議長　　𠮷垣絵梨子議員。
○７番　　すみません、私の質問の意図がうまく伝わらなかったように思うんですが、そういったことをするのが町長のお仕事であり、副町長のお仕事なのかと思うんですけれども、そうではないということ。私としては町のことがよく分かる町長、副町長がそういったことを積極的に推進していかれたらいいのかなというふうに考えたんですけれども、そうではないということですか。
○議長　　町長。

○町長　　いや、その立場ですけれども、いろいろな話、人の話を聞いたりなんかして決断するということでございますので、それは仕事です。
○議長　　𠮷垣議員。
○７番　　ありがとうございます。
　　最後になりますが、本当に三島町の今の状況を見ていると、私が働いていた頃の状況も踏まえ、職員の離職ですとか、庁舎内の雰囲気を見ていて職員の皆さんが働きやすい環境なのか不安に思う部分も多分にあります。本当に待ったなしの状況で組織の改革ですとか、業務の改善というのを図っていく必要があると私は感じております。行政が健全であることがよりよい町民サービスにつながると考えておりますので、ぜひそのことをしっかりと取り組んでいただきたいと思います。
　　以上です。
○議長　　以上をもちまして𠮷垣絵梨子議員の一般質問は終了します。
　　お諮りいたします。昼食休憩を取りたいと思いますが、これにご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。よって、午後１時20分まで休憩といたします。（午後０時１８分）

◇　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇

○議長　　再開いたします。（午後１時２０分）

　　１番、馬場　学議員。

　　馬場　学議員の持ち時間は、今から２時20分までといたします。

○１番　　１番、馬場　学でございます。三島町議会議員の職責をいただいて初めての一般質問です。私からは、２点ほど質問をさせていただきます。よろしくお願いいたします。
　　まず１点目に、県立宮下病院周辺の三島町町民健康増進ゾーンについて、今現在どのように考え、進めているのかお伺いいたします。
　　２点目に、大登地区中川井水田の維持についてですが、今まで議会のほうでもいろいろ議論されているとは思いますが、どのように進めて今まで来ているのか、また今後どのように進めていく予定なのかをお伺いいたします。よろしくお願いいたします。
○議長　　答弁を求めます。町長。

○町長　　１番、馬場議員のご質問にお答えいたします。
　　新しく建設予定の県立宮下病院に伴う町の健康増進施設の建設計画についての進行状況についてご質問をいただきました。
　　県立宮下病院の建て替えにつきましては、議員もご承知のとおり、令和３年度に町民運動場へ移転することが決定し、本年度より福島県と土地の無償賃借を締結し、本格的な工事等が始まるところでございます。県立宮下病院が移転し、新たに整備されることによって町内にとどまらない奥会津の新たな健康福祉の中核拠点となります。町でも第５次振興計画において、健康増進に係る拠点整備の検討をうたっていることから、令和４年度から町民課を窓口に県病院局との連絡調整を図りながら、町民運動場、健康増進施設、新病院取付道路、宮下地区中心市街地活性化整備構想等に関する準備を進めてまいります。
　　令和５年１月に県病院局より県立宮下病院建て替え基本計画素案と整備スケジュールが示されたことを受け、令和５年２月より庁舎内のプロジェクトチームを立ち上げ、具体的な検討に入りました。その結果、大規模な予算を伴う事業であることから、施設の必要性を含めた町民のニーズを十分に調査し、合意形成を図りながら進めるべきとの結論になりました。そのため、スポーツ関係団体、保育所から高校生の保護者、老人クラブ連合会、保健推進委員会等14名を構成員とする検討委員会を設置し、今後の進め方について協議していただきました。
　　検討委員会においては、町民の意向を丁寧に把握することが必要であるという大多数の意見により、令和５年12月に町内全世帯を対象にアンケート調査を実施し、あわせて町民運動場の利用が多い団体にも個別にヒアリング調査を実施しました。
　　その結果、町民運動場、健康増進施設、公園については約65％の町民の方々が整備が必要と回答され、運動場については現状より小規模でよいが冬でも使える屋内運動場の整備が必要であり、また、公園について防災機能を備えたというご意見が多くありました。
　　この結果を踏まえ、新病院周辺の整備方針と計画図案を令和６年３月の検討委員会に提出し、おおむね賛成の意見を受け、町に答申されております。
　　しかしながら、議員もご承知のとおり、大規模な予算を伴うため、今後、国・県とも協議し、進行状況を議会の皆さんと協議しながら、また、候補地地区の住民の皆さんへの丁寧な説明を心がけ、住民説明会を開催するなどの実現に向け前向きに検討してまいります。
　　２点目の、大登地区中川井水田維持についてお答えいたします。
　　今年の３月定例会でも同様のご質問がありましたので、その答弁を基に３月以降の新たな動きを加えてお答えいたします。
　　初めに、昨年度からの経緯をご説明いたします。昨年６月に中川井水利組合の臨時総会以降、組合長より作付は今年度で終了するとの報告を受けました。これを受けて、町では９月１日に中川井集落協定中川井農地保全管理組合耕作者桐の里産業農業班、町が出席し、今後の中川井農地活用に関する検討会を開催し、令和６年度以降の方向について話合いを行いました。その設置を令和６年度の作付は揚水ポンプの稼働時間を短くし、長坂を流れる水で間に合う分で作付を行う。
　　２点目、水の確保が困難な場合は、そば等の作付に転換する。
　　３点目、桐の里産業と現在の受託者の間で、農地の集積等についての情報交換を行うという方向性を確認しました。
　　その後、作付のための種もみの確保や柳津を中心にニンニク栽培を作っている事業者から、三島町での栽培拡大を考えており、今後可能ならば中川井でニンニク栽培を検討したいとの話があったため、12月21日に２回目の検討会を開催し話合いを行いました。
　　その内容は、町は令和６年度に大谷川取水口整備の予算を計上し整備可能な業者に当たる、受託者が賃貸料の減免を望んでいるため、農地中間管理事業に関する地権者に対して意向確認を行い、受託者は条件等が整わず耕作できないと判断した場合は桐の里産業にそば等への転換及び柳津町の事業者によるニンニク栽培の可能性調査を行うと方向性を確認しました。
　　以上、２回にわたる話合いの内容になります。その後、大谷川の取水口整備の予算を含め、令和６年度当初予算が成立したため、３月25日に３回目の話合いを行い、以下の３点を確認しました。
　　令和６年度以降の耕作者の意向としては、農地中間管理事業の契約期間残り４年間は水稲作付を行う。しかし、水の確保は十分でなく、耕作面積が５ヘクタールから２ヘクタールとなった場合は、残り３ヘクタールを秋そば等の他の作物の作付を行う。耕作者と元水利組合長が協力し、地権者へ耕作料の減免に関する依頼書を配付説明し同意を求める。町は令和６年度当初予算で大谷川取水口整備予算が３月議会定例会で承認されたため、３月27日に町内建設業者へ現地確認を依頼し、整備可能か確認し、河川管理者の土木事務所、宮下土木事務所へ河川作業に関する許可等について協議を進める。その後、現地確認の結果、町内建設業者が施工できるとなったことから、４月30日、５月１日の２日間で取水口周辺の河川の整備を行い、作付のための安定した取水が可能となりました。
　　今後も時期を見て耕作者、地権者、町さらには農業団体等で話合いを行いながら、中川井地区は耕作放棄地としないことを前提に中長期的な方向性について話合いを行ってまいりました。
　　以上でございます。
○議長　　再質問を許します。馬場　学議員。

○１番　　答弁ありがとうございました。
　　私自身としましては、三島町健康増進施設、この計画に私は大賛成の立場であります。今後この計画がスムーズに進行するために再質問をさせていただきます。
　　まず、周辺整備の中で進入道路及び町道計画についてお聞きいたします。国道252号線交差点から県立病院までの進入路については福島県で整備すると前回の全員協議会で説明をいただきました。県立病院入り口からこの大登地区までの町道の整備について、今後どのようなスケジュールで進めていくのかお伺いいたします。
○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　今の馬場議員のご質問に対してお答えさせていただきます。
　　まず、ただいま馬場議員が申しましたとおり、県道、国道252号線と大登宮下線の交差点部分から病院への取付道路が入ってまいります。その道路が現在のテニスコート管理棟付近を通過して、そして町営グラウンドの東側の途中まで行くような形になっていますので、町道につきましてはその取付道路に大登側から新たに道路、グラウンドの東側、駐車場の東側を通しまして接続するような形を取ってまいります。
　　そのスケジュールにつきましては、まず今年度、測量設計とあと用地買収の予算を上げておりまして、５月に入札を行いまして土木設計及び測量の業者が決まってございますので、今後地区へ周知を行いまして、実際に測量を行っていきたいというふうに考えてございます。令和６年度につきましては、それを基に今度用地買収、地権者との用地買収を行ってまいりまして、そして来年度以降、今度は工事が始まりますので、令和７年度、８年度でまず取付道路、県の取付道路の工事が入ります。それに合わせて町道部分、新たに国道につける道路も改修していくというような形で、県の工事と一体的に併せて進めていきたいというふうに考えてございます。
　　なお、それで令和９年度には病院の開設と合わせて町道という形で通行可能な状態にしたいというふうに考えてございます。
　　以上です。
○議長　　馬場　学議員。

○１番　　令和３年だとは思うんですが、町営グラウンドのほうに病院のほうが移転が決定されて、一応大登地区のほうで説明会というんですか、そういうのが開催されたと思うんです。その中で、やはり大登地区からの要望としては、その進入道路ですね、あくまでも地区の意見なんですが、やはり病院関係者、できてから病院関係者がこの大登地区のほうに入ってくるんじゃないかというような心配も一応ございました。それで、今建設課長のほうからご説明あったとおり、それが具体的になるんであれば、大登地区に対してやはり丁寧な説明と、もしくは説明会を開催していただいて、大登住民の方に理解していただくような話で進めていったほうがいいんじゃないかなと私は思うんですけれども。どうでしょうか。
○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　今ほど馬場議員からご指摘ありましたとおり、令和３年度は恐らく地区座談会からの、その席上でそういった話が出たということは聞いておりますので、いずれにしましても大登地区の皆様にはご理解とご協力をいただかないと進まない事業でございますので、今後、これから今週末こういう形で用地測量に入りますということですので、地区へのお知らせを行いまして、その後、個別の地区の説明会、併せて個別の地権者の交渉という形で進めてまいりたいと考えてございます。
○議長　　馬場　学議員。

○１番　　どうもありがとうございます。ぜひ、よろしくお願いいたします。
　　ちょっとこれ、先ほどとちょっとダブるんですが、現在は国道252号線大登地区の交差点はカーブなんですね、国道からグラウンドのほうに入ってくる、それで見通しが悪く、また入り口が鋭角になっていることから、地区内から出るには特に冬季間などは十分な注意が必要となっているわけなんです、今現在。今言ったように道路が、付け替えるとすれば、交通安全にも大変寄与することになるということから、県立病院が開院と同時に道路が使えるように、今言った県道と四ツ田線を使えるようにお願いしたいということですが、いかがでしょうか。
○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　ただいま馬場議員ご指摘のとおり、現在の町道、国道252号線に対しまして鋭角にくっついております。やはりご指摘のとおり、見づらいということもありますし、冬季間積雪等もありますと、さらに見づらくなりまして危険な部分もございますので、今、先ほど申しましたとおり、まず県の道路の通しと一体的に行う、そして病院開設に合わせての町道開通ということになりますので、その前に道路は先にできますし、かつ、現在の新しい道路できますと、現在の道路に対しまして盛土ができますので、そこらでやはり通行できなくなるということもありますので、道路につきましては先に安全な道路が先にできるということで頭に置いていただければありがたいなというふうに思います。
○議長　　馬場　学議員。

○１番　　どうもありがとうございます。よろしくお願いいたします。
　　次に、ちょっと財源についてご質問をいたします。今後、健康増進施設等の整備を進めていくには、やはりこれは事業費の問題があります。やはり計画を進めていくに当たり、財源の確保に向けた取組を今どのように考えているか、お伺いいたします。
○議長　　生涯学習課長。

○生涯学習課長　　整備する財源につきましては、現在国土交通省が所管する社会資本総合整備交付金及び過疎対策事業債の活用を現在のところ想定しております。想定はしておりますが、交付金の性質上、補助金のように満額交付されるとは限らないため、そのほかに該当する補助金等がないか福島県と協議を進めてまいりたいと考えております。
　　以上です。
○議長　　馬場　学議員。

○１番　　やはりこれは大変な問題というか、大事なことだと思いますので、ぜひ目標にしていただいて進めていただきたいなというふうに思っております。
　　一応、県立病院とその周辺設備については、町民はもとより、やはりこれは大登地区にとっても本当これは悲願なんですね。あそこで大きく大登が変わるということも踏まえまして、すごくもう大登地区の皆さんは、もう早くできないかなんていう形で喜んでいるんですね。あと全員協議会で、イメージですね、そのイメージを見せていただきましたが、町としては検討委員会からの答申として受け取って、町では検討中ということではあったと私は思っているんですが、やはり健康増進設備等の周辺、設備に向けた、明確にいつ頃から始めるのか。町長さんのお考えをお聞かせください。
○議長　　町長。

○町長　　いつ頃かというのは、今の段階では断定はできませんけれども、７月、いつだっけか、（「10日です」の声あり）７月10日に県に役場で陳情に行ってきました。それで金山と昭和と柳津と当町で、そのときにある程度の姿が見えるというふうに考えおりますので、やはり医療のないところに定住なしというふうに考えておりますし、また健康増進はそれを支えるための健康増進施設というのは大事でありますから、そういうことを含めて、なるべく早く予算の裏づけもきちっとしながら早急に県と折衝しながらやっていきたいというふうに考えております。
○議長　　馬場　学議員。

○１番　　そうですね、もうその経過が一応スムーズに進行するように、ひとつお願いしたいと思います。
　　次に、中川井についてなんですが、再質問いたします。答弁にもこれございましたけれども、やはり水の確保とか、その条件が整わない場合には、そばとかニンニク等の代替作物を作る方向性、こういうことでちょっと今の回答いただいたんですが、私はこれもうやはり一つの、やはり考え方、方法、対策としては悪くはないと思います。３月議会の後にもいろいろ議論されたとは思うんですが、私はこの考え方も私は悪くないと思いますよ。でも、私はやっぱり今抱えている問題、課題、これを解決する方向性も必要なんじゃないかなと思います。水の確保ができないから、じゃあ違うの作ってじゃなくて、今の抱えている問題を解決すれば、今のこの中川井は通常どおり維持管理できるんですね。何がじゃあ問題かと、これ私の関係なんですが、まずは今のこれにもあったように、中川井の揚水ポンプの堰き止めというんですか、水止めっていうんですか、それは何かやってくれる業者が見つかって予算のほうもつけていただいたということですよね。それで、あとは今ですと電気料が払えないから作れないという問題があったんですね。これもう耕作者の方が、中山間の補助金で不足する不足分については一応耕作者が補うという形で進めるんです。あと、もう一つの問題というのは、今の揚水ポンプなんですね、その本体、本体なんです。これはもう何十年前か私もちょっと分かりませんが、何十年もたっている、もういつ壊れてもおかしくない状態なんです。この２つの問題は、既にもうここで解決していると私は認識しています。じゃあもう一つは、問題は揚水ポンプが壊れたら、これは一巻の終わりなんですね、もう水がどこからも入って来ないんです。やはりあとこのポンプも、やはり高額なものになってしまいますので、これをやはり耕作者の人たちに、じゃあ足りないからお金出してくださいなんて言ってもなかなか難しい問題だと私は思っております。よってですね、町と行政として、やはり交付金なのか、その他に該当する補助金なのかちょっと分かりませんけれども、今予算づけとかして、その検討とか協議していただきたい。そうすれば中川井はまだ田んぼを守っていけるように私は思うんです。いかがでしょうか。
○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　ただいまの馬場　学議員のご質問でございますが、まずポンプの話は以前も聞いておりまして、かなり老朽化しているということの話も聞いてございます。町では農業者支援の各種補助金を準備してございます。ですので、そういったポンプ等不具合が発生するおそれがあるとか、もし事前に分かりましたら町にご相談いただきたいということもありますし、壊れた、じゃあどうしようということも含めまして、まず地権者とあと耕作者との間で事前に話合いなども、事前に調整を行っておいていただければ、なお話が、故障した際、壊れそうな際に話がスムーズに行くと思います。その際もちろん町のほうも間に入っていろいろ話合いをしていきたいと思いますので、そういったことを含めまして、お互い情報交換を今後とも続けながら、そういったポンプが壊れたとか、不測の事態に備えて体制を取っていければというふうに考えてございますので、やはりいろいろご相談いただければと思います。
　　以上です。
○議長　　馬場　学議員。

○１番　　ありがとうございます。その辺、もし壊れた場合に関しましては、そういう形で対応していただけるということで大変ありがたく思っております。やはり情報交換しながら、町と行政と相談しながら進めていきたいなというふうに考えておりますので、よろしくお願い申し上げます。
　　私はやっぱり中川井水田というのは継続維持だと私は考えているんですね。これ何度も言われているんですけれど、中川井は町内では優良農地なんですよ。三島町の中心部で玄関口であり、観光ルート、ＪＲ只見線からの車窓から見える、これは毎回言われることなんですね。やはり景観の面からも、私はやっぱり中川井水田を守っていきたいというふうに考えております。やっぱりどんな課題に関してもスピーディに進めていっていただきたいと思います。
　　以上で私の質問は終わります。
○議長　　以上をもちまして馬場　学議員の一般質問は終了いたしました。
　　次に、５番、河越昭利君。
○５番　　すみません、質問書を後ろに忘れてしまったので今ちょっと取りに行ってきます。質問書の原稿を後ろに忘れてきてしまったので。（「はい」の声あり）すみませんでした。
○議長　　お願いします。質疑の時間は２時46分までといたします。
○５番　　こんにちは。５番の河越昭利です。今日は質問の機会をいただき、ありがとうございます。初めての一般質問でございますのでよろしくお願いいたします。
　　本日は、大きく４項目。１番、町民の声を聴く町政について。２番、人口減少と小児医療について。３番、台湾との交流事業について。４番、森林整備についての４項目についてご質問いたします。
　　それでは、１番目の町民の声を聴く町政について。
　　私は町民主役のまちづくりをテーマに掲げて選挙戦を戦ってまいりました。その中で町民の皆様から、私たち町民の意見が役場に届かない、私たちの知らない場所で物事が決まっていくなど、そういったご意見を耳にしました。町民の皆様との意見交換や各事業のしっかりとした説明を行い、住みやすい町、住み続けられるまちづくりを進めていくことがとても大切だと思っております。
　　そこで質問いたします。町政の企画立案やその執行に当たり、町は町民の声をどのように反映させているのか、まずお伺いしたい。
　　２番、町民の声を町政に反映させるためには、現在の町民の声の聞き方、その在り方で十分と認識しているのか伺いたいです。
　　続きまして、人口減少と小児医療についてです。
　　先ほど午前中、青木議員、𠮷垣議員も質問されておりましたが、今年の４月の人口戦略会議の報告で2050年までに消滅可能性自治体についての報道がありました。また、６月には令和６年度の出生数ゼロ人の可能性のある自治体、これも三島町との報道がありました。人口戦略会議の報告によりますと、当町三島町はＣ－②という分類にされておりまして、自然減対策が必要、社会減対策が極めて必要となっております。この自然減対策とは、出生率の向上でございます。社会減対策とは、人口流出の是正とあります。これは言い換えれば、人口の流入の推進、移住政策と言い換えても問題ないと思います。自然減、社会減対策にとって必要なことは、若年世帯の増加政策と私は考えております。全国各地の過疎地域で実施されている様々な人口減少対策より、当町の政策に特色、優位性を持たせることができなければ、多数ある移住先の候補地の中から当町が選択されることは難しいと想像できます。育児、子育て支援、小児医療の充実、学校教育の充実、それらはもちろん、就業、住宅環境などの生活や経済的な方面についての包括的な政策を実施することが必要と考えます。
　　そこで各行動と小児医療についての質問をいたします。様々な人口減対策を講じていると思いますが、人口戦略会議の報告書や出生数ゼロ人の報道を町はどのように受け止め、どのように評価しているのかお伺いしたいです。
　　④番、第５次三島町振興計画には小児医療についての記載がなく、町の小児医療に対する取組は薄いものと感じております。小児医療の充実に対する意見をお伺いしたい。
　　それで、大きな３番です。台湾との交流事業についてです。
　　平成11年に国立台湾研究開発センターとの友好協定を締結されてから約24年が過ぎましたが、お互いに工芸品展に参加するなど交流を深めてきたことと思います。今年の１月に交流事業の一環として、宮下駅前にテレサ・テンの歌碑を建立するとの報道がありました。私は議員として５月からの任期ですが、この件について町民の皆様から様々な意見が寄せられています。そこで私は、台湾との交流事業、歌碑建立について町民へしっかり説明がなされていないと感じております。私も５月に事業の内容の説明を受けましたが、疑問に思うことがありますので質問をさせていただきます。
　　⑤番、歌碑の設置場所や規模、設置後の管理者などの事業の概要を町民に分かりやすく説明をお願いしたい。
　　⑥番、第５次三島町振興計画に記載のないこの事業がなぜ実施されることとなったのか。その目的とどのような効果を狙っているのか伺いたい。
　　７番、各地区要望もなかなか進まない中で、なぜこの事業が組まれたのか、その優先度の説明をお願いしたい。
　　４番、森林整備についてです。
　　町の森林整備の推進は、第５次三島町振興計画や三島町森林整備計画等で目標値が示されております。補助金や交付金を活用し、間伐事業への取組も強化されたと感じてきております。しかし、私の住む桑原地区では森林所有者の高齢化や地区不在の地主が増えたことで個人での森林整備は進んでおりません。さらに庁内でも、森林整備を困難にしている理由として、森林が小規模で分散しており周辺所有者の特定や境界確定ができず、同意書がもらえないことが考えられます。私は森林所有者から森林の経営管理の委託を受け管理する森林経営管理制度を活用した森林整備とその利益の所有者への還元を提案します。
　　そこで町長に伺います。森林経営管理制度を活用し、荒廃林の整備や森林経営を行うことについて、町の考えをお伺いしたい。
　　９番、今現在行われている間伐事業は、山林の荒廃や森林資源の価値を高めることとして大切であると思います。しかし、地域の景観形成の視点から、道路脇の森林、あと住宅の周りの森林、これを優先的に整備するなど、景観と環境に配慮した間伐事業について町の考えをお伺いしたいと思います。
　　以上で質問を終わります。
○議長　　答弁を求めます。町長。

○町長　　５番、河越議員のご質問にお答えします。
　　まず、第１項目の第１点目、町政への町民の声の反映についてですが、まず町政の基本である第５次三島町振興計画策定時においては、町民の皆さんを対象としたアンケートを実施し、事業策定へ反映させております。加えて、振興計画における３年ごとの計画である実施計画においては、毎年度予算編成前に三島町振興計画審議委員会を開催し、委嘱された委員の皆さんにご説明し、ご意見をいただいております。また、毎年４月には地区要望をいただき対応しているほか、予算編成前には地区座談会を開催し、ご出席いただいた地区の皆さんからご意見を伺っており、その全てではございませんが、町民の皆さんからの要望について対応しているところでございます。
　　第２点目の町民の声の反映のための取組が十分であるかについてですが、第１点目でもご説明したとおり、様々な機会を設け、町民の皆さんのご意見を伺う場は設定しております。また、各課においては事業実施に当たり地区説明会が必要な場合は説明会を開催し、町民の皆さんに周知できるように取り組んでおります。しかし、ご質問にありますように、町民の皆さんから議員の皆さんに直接届いている意見に関しましては、議会全員協議会でぜひ共有していただきたいと考えております。
　　２点目の人口減少と小児医療についてでございます。２番、青木議員にもお答えいたしましたが、このことは大きな課題として捉えております。人口減少については、振興計画においても重点プロジェクトとして取り組んではおりますが、数字的な結果としては表れておりません。会津地域で見ますと、消滅可能性市町村には会津若松市も含まれ、出生数ゼロでは観光地である北塩原や檜枝岐が該当するなど、各町村の取組においても日々厳しい状況であると伺えます。このことを踏まえ、本町においてはこの課題に対応するため、関係する事業を連携し、さらにはこの事業に取り組むための組織を創設することも検討し、人口減少に対して総合的に取り組んでいきたいと考えております。
　　第２項目、第２点目の質問にお答えいたします。第５次三島町振興計画の基本政策、暮らしの中の医療体制の確保の政策目標に、三島町における待機可能な医療体制の確保を目指し、という箇所において記載しております。県立宮下病院の建て替えに併せ、町では小児科、産婦人科を含め診療科目の増設について福島県に要望活動をしており、今年度も７月に要望活動を行います。本町の安心安全な医療体制の整備は、少子化や定住化の観点からも非常に重要であると考えております。しかしながら、現状としては小児科、産婦人科が非常に少なく、県内の医療機関においても医師の確保や診療科の設置が非常に厳しい状況となっております。１番、馬場議員の答弁でもお話ししましたが、県立宮下病院は奥会津の中核的な医療体制となるよう計画されており、町としましても小児科、産婦人科等の診療科目の有無にかかわらず、小児から高齢者まで誰もが安心して病院を受診できるよう体制づくりを引き続き強く要望してまいります。
　　続きまして、第３項目の台湾交流事業についてお答えいたします。
　　１点目のテレサ・テン歌碑建立事業の概要についてですが、設置場所は現在会津宮下駅前にある観光看板が立っている場所において、テレサ・テンの歌碑及び音響設備、観光看板を設置いたしました。歌碑は石造りで、正面には三島町にゆかりのある「ふるさとはどこですか」の歌詞を刻み、裏面には建立に際しご寄附をいただいた額に応じて９者の氏名を刻みます。音響設備は、同じく「ふるさとはどこですか」が操作により音楽が流れる仕組みとなり、歌碑と併せて聴くことにより深みのある仕様にいたします。また、観光看板の更新として、現在の大きな看板を撤去し、新たなしつらえによる観光看板を設置し、歌碑等を含めた全体的な調和を意識して整備してまいりたいと考えております。今回整備する施設の管理者は町となりますが、花壇部につきましては、これまでに引き続き宮下地区に花飾等をお願いしたいと考えております。今後のスケジュールでございますが、歌碑等に係る補正予算成立後、建立の財源となるクラウドファンディング等の寄附募集並びに建設に関わる入札の手続を進め、11月８日にはテレサ・テン関係者を交えた除幕式イベントを開催いたします。
　　２点目の、第５次三島町振興計画上の位置づけと３事業の目的効果についてですが、振興計画書はまちづくりの総合的な計画書であり、その基本政策は第２の経済のうち商工観光における交流人口の拡大に位置づけており、毎年度の具体的な事業を記載する実施計画書に台湾交流推進事業として位置づけております。
　　歌碑建立事業の経緯としましては、これまでテレサ・テンゆかりの地として台湾との交流を進めた中で、テレサ・テンファンから町に見どころが少ないとの声があったことが挙げられ、歌碑建立によりテレサ・テンとの縁を後世につなげるとともに、多くのファンのよりどころとして整備することは、台湾との絆の醸成と継続的な交流につながると考えたところであります。また、今年ふるさと運動50周年の年であり、これらを迎えるテレサ・テン没後の30周年の記念の年であることから建立に至ったものであります。
　　目的と効果ですが、テレサ・テンファンの来町により、宿泊や飲食、地場産品の購買による地域経済の活性化とともに生活工芸運動と併せ、台湾との文化交流を通じた多様な人材による地域づくりを目的としており、主に町内の旅館業や飲食業などの観光業を営む方への効果に加え、会津宮下駅舎や只見線の利活用につなげるものです。また、歌碑設置に関しては、ＳＮＳの情報発信や台湾の方との町民の交流事業の実施により、本事業については町民に広く認知、ご理解いただけるよう取り組みます。
　　３点目の各地区要望との本事業の優先度ですが、歌碑建立事業においては、町の中心市街地である宮下地区の振興につながるとともに、交流人口の拡大による町全体の活性化に大きく寄与することと判断したことに加え、今年度ふるさと運動50周年などを記念すべき年であることから事業実施に至ったものでございます。地区要望につきましては、対応できるところは速やかに進めているところであり、今後も地区の方と協議しながら要望の実現に向けて取り組んでまいりたいと考えております。
　　続きまして、４項目でございます。森林整備について議員ご指摘のとおり、様々な課題がございます。
　　１点目の森林経営管理制度につきましては、令和４年度早戸地区において町が経営管理権集積計画を策定して、会津地域では一番最初に令和５年度から切捨間伐を実施しており、この事業は町が林業事業体に発注することから、森林所有者に還元することができません。森林所有者への還元が可能な事業としては、町が経営管理権集積計画を策定して林業事業体が経営管理実施権配分計画の認可を受けられた場合、長期間にその森林を委託することにより、造林補助事業等を受けながら間伐を実施して森林所有者に還元することは可能であります。しかし、現在の木材価格の低迷から、林業事業体は経営管理実施権配分計画を作成しにくい現状であります。このため、町では今年度から森林環境譲与税を活用して、町独自の搬出間伐補助事業を策定して、さらなる森林整備を推進してまいります。
　　２点目は、道路脇の間伐の推進ですが、現在では早戸、滝原、大谷等では間伐事業を進めております。これらの地区ではイノシシや猿、熊等の発生が多く見られることから、地区要望に向けて集落の裏山を実施しております。倒木による道路への影響も見られることから、今後は森林所有者の同意を得られれば、地区と協議しながら道路脇の間伐も計画していきたいと考えております。
　　以上です。
○議長　　再質問を許します。河越昭利議員。

○５番　　分かりやすく説明いただきありがとうございました。
　　それでは、第１項目めの①番町政の企画立案。大きな１番、町民の声を聴く町政についてで質問をいたします。
　　町のホームページにパブリックコメントの制度がありますが、現在、１年前か２年前のもので意見募集の記事が今記載されております。このパブリックコメントの制度、これ今現在どのように運営されているのかお伺いしたいです。
○議長　　総務課長。

○総務課長　　町のホームページに関しましてパブリックコメントは常にというか、いろんな計画の中で求めたことはあるんですが、今まちづくりに対してはお問合せであったり、そういう部分の項目あると思うんですけれども、基本的なパブリックコメントとしてのは今のところ設置は多分されていないと思うんですが。
○議長　　河越昭利議員。

○５番　　町のメールアドレスに連絡くださいというような記載はありました。それで、そのメールに自由な意見なども書き込めれば、平日に行われる座談会などは仕事をしている世代などはなかなか参加ができません。この制度を町民にもっと周知し、新しい事業に対しての意見の募集や行政の要望などの有効活用ができれば、町民の意見をさらに政策に反映させることができると思います。私個人としても今後様々な意見要望を聴取して、議会や行政で発信していきたいとは思っております。ですので、パブリックコメント運用できるようにお願いしたいと思います。
○議長　　総務課長。

○総務課長　　今、議員ご指摘のとおりホームぺージでは計画的にやっておりましたが、今ご指摘ありましたとおり担当課とも協議させていただきまして、またあと今ご提案にあった地区座談会においてもやはりなかなか参加できていただけないということもあります。ただ、一度やはりこういう意見を言ってほしいということで文書で寄越された方もいらっしゃるので、そんなことも含めて地区座談会の在り方も検討させていただきたいと思います。
○議長　　河越昭利議員。

○５番　　それでは、２点目の質問です。次は、小児医療についての質問をさせていただきます。
　　この宮下病院に小児科と産婦人科を含めたその増設を毎年要望されているというのは私知りませんでしたので、今初めて分かりました。これからも引き続きお願いしたいと思います。町内で子育てをしている家庭の長はもちろん、これから移住定住を考えている若年世代には、ほかの地域と比べて優位性のアピールポイントとなると思いますので、ぜひ宮下病院に小児科と産婦人科、これ増設できるように引き続きお願いしたいと思います。
　　その次にありますが、県内の医療機関において医師の確保や診療科の設置が非常に厳しい状況となっているという町長からの説明がありました。具合の悪い子供を連れての受診はとても大変です。車での移動や診察までの待ち時間、その後の会計、親御さんも大変ではございますが、具合が悪い子供が一番つらい思いをすると思います。ニュースで見ましたが、浪江町では町内の診療所あるのですが、小児科が月に２日の診療しか行っていない。そのためオンラインでの診療を行っております。そこでお聞きします。当町としてオンラインの診療等のインターネットの環境を利用した医療サービスの導入についてどうお考えかお伺いしたいです。
○議長　　町民課長。

○町民課長　　ただいま河越議員からご質問のありました件につきましては、非常に当町についても重要な案件かなというふうに思っております。我々としましても、やはり先ほど町長の答弁にもありましたが、子供からお年寄りまでが誰もがやっぱり安心できる病院というものは、なくてはならないというものは、やはりこの町の一番重要な課題かなと思っております。今ほどお話が出ました、そのオンライン化というものについてのお話は、実は病院の今の院長先生ともお話の段階ではしております。ただ、このオンライン化となってきますと、例えば全町内にＷｉ－Ｆｉ機能を充実させるとか、そういった機能を確立しないと、いつどこでオンラインで診療できるかということというのも、やっぱり平等で考えなくちゃいけない。町、町民全体で考えないといけないところもありますので、その辺につきましては、将来的になかなか予算的な問題もありますし、今その防災、テレビ電話ですか、そちらのほうも老朽化しているということもありますので、我々の課だけでなく、町全体としてこれから議員の皆さんとも一緒になって、そういった機能整備を検討していきたいというふうに考えております。
○議長　　河越昭利議員。

○５番　　ありがとうございました。ぜひ、オンラインで診療ができるようになれば、子育て世代はもちろんですけれども、出歩くことのできない高齢者の方は安心できますので、ぜひ検討をお願いいたしたいと思います。
　　次に、台湾との交流事業について質問いたします。
　　事業の概要については詳しく説明いただきましてありがとうございました。そこで歌碑建立に係る事業費と財源の内容を伺いたいと思います。それとあわせて、直近の来町観光客数と建立後の経済効果の試算をお示しいただきたいと思います。
○議長　　地域政策課長。

○地域政策課長　　ただいまご質問いただきました事業費の内訳と財源についてお答えさせていただきたいと思います。
　　まず当初予算ベースということで申し上げます。事業費の総額は2,276万7,000円になります。そのうち科目でそれぞれ分かれるわけなんですけれども、歌碑建立に係る、入札に関わってくるものですから科目ごとの金額については控えさせていただきます。内訳として、旅費、委託料、工事請負費、土地購入費の土地購入費については、ＪＲ等と今現在、測量協議をしているところになります。
　　以上です。
　　続きまして、台湾からの観光客数になりますが、台湾からの観光客数、いわゆるその分解しますと日帰りと宿泊というふうに分かれておりますが、日帰りについては今現在、統計的な調査というのはしておらず、いわゆる宿泊者、町内宿泊施設への宿泊者ベースということで回答させていただきます。町内宿泊施設における台湾からの延べ宿泊者数ですが、コロナ後の令和４年について28名、令和５年は343名になっております。繰り返します。令和４年は28名、令和５年が343名となります。
　　続いてのご質問のテレサ・テン歌碑建立による経済効果、費用対効果について申し上げます。このテレサ・テン歌碑建立については、観光という視点に立つと、観光はいろんな面で経済波及効果があるというふうに考えておりますが、今回、テレサ・テンの歌碑建立、いわゆる台湾との関係ということで着目して目標値のほうを設定しておりますので、単純な経済効果ということで申し上げさせていただきます。目標値としましては、台湾からの令和５年度の宿泊者数343名をベースに、宿泊者数を毎年１割くらい増加を考えております。そうしますと令和５年の５年後の令和10年には207名増の550名が宿泊をいただくことになりまして、令和５年の343名から550名を引いた207名分が増加することになります。207名分にいわゆる町内宿泊者、町内宿泊施設の宿泊単価を１万円と設定して、207名掛ける１万円で207万円の経済効果が生まれるというふうに考えおります。こちらは５年後の想定ということになりまして、これが順調に推移した場合になりますが、令和17年には累積効果というのが700万円程度になる見込みであります。そうしますと今回の持ち出し分、町の過疎債や一般財源を合わせた金額が償還できるものというふうに考えております。
　　以上になります。
○議長　　河越昭利議員。

○５番　　説明ありがとうございました。しっかりと将来の試算をし、目標を立てて事業を行うことは大変、大切だと思います。経済効果の試算を伺いましたが、私にはまだ今日、掘り下げていくだけの知識がまだありませんので、これからしっかり勉強して議論できるようにしていきたいと思います。
　　それで、財源の内訳について伺います。クラウドファンディングの寄附募集の手続を始めると町長から先ほども説明がありました。私はもう行っているのかと思っていたのですが、まだ行っていない。これはいつから開始する予定なのか、また、750万円の目標値、これ届かなかった場合の財源はどうするのかをお伺いしたいです。
○議長　　地域政策課長。

○地域政策課長　　先ほどすみません、財源について発言をしなかったので、改めて財源ということでお伝えさせていただきます。すみません。寄附としてまずクラウドファンディングということで750万円見込んでおります。続きまして、事業助成金ということで154万円、地方債で1,000万円、一般財源で372万7,000円で、今ほどのクラウドファンディングいつから始めるのかというご質問なんですけれども、今回補正予算も計上させていただいておりまして、明日審議ということになりますが、そちらのほうが通り次第、速やかにクラウドファンディングの手続のほうに入りたいというふうに考えております。
　　以上です。
　　すみません、失礼しました。750万円に届かないときということになりますが、もちろん日本だけじゃなく台湾からの寄附も見込みつつお願いするということになり、750万円を超えるよう努力ものでありますが、万が一届かなかった場合については、一般財源のほうで対応することになるというふうに考えています。

○議長　　河越昭利議員。

○５番　　ありがとうございました。750万円届かなければ一般財源からということで理解しました。
　　テレサ・テンさん没後29年がたち、アジアの歌姫と言われました方ですが、若年者においては、決して今現在知名度が高いとは言えないと思います。町内の漁協、旅館業の職業なども令和17年で経済効果があると言われておりましたが、５年後、10年後を見据えた場合、その効果がそこまで持続するのか私には疑問が残ります。この事業に対して町民からの不安の声も聞かれる中で、この事業を継続することにも疑問を感じております。ここは一旦立ち止まって再検討をすることも必要ではないかと思いますが、これについての町長の考えをお伺いしたいと思います。
○議長　　町長。

○町長　　今、河越議員おっしゃるように、事業は全て不安はあります。しかしながら、クラウドファンディングということで１回やっております。昭和も、昭和の分校もクラウドファンディングでやって、すごくお金が集まると考えておりますし、やはりいろいろなところと計画を練っておりますので、成功してそしてよかったなと、旅館もよかったなと、あるいはみんな町民よかったなと、特に地域の中央としての活性化がよかったなというふうに言われるように最大限の努力を払っていきます。どうぞよろしくお願いします。
○議長　　河越昭利議員。

○３番　　では、再検討はしないというお答えでよろしいかという気がしました。また今後も聞きますので、ここで台湾の事業についての質問はこれで終わります。
　　続きまして、森林整備のことで１点質問をさせていただきます。
　　先ほど町長の説明で、経営管理実施権配分計画の認可を受けられた場合、長期間でその森林を受託することにより、造林補助事業等を受けながらの間伐を実施して森林所有者に還元することは可能でありますとありました。私はそこで提案したいのですが、森林経営計画を立てるためには森林をある程度の面積でまとまったり、ある程度の面積でまとまりを持った団地化が必要だと考えております。団地化を図るためには、この林業業者に全てを任せるのではなく、過去の集落の山林の手入れを行ってきた集落の高齢者の力をお借りし、集落が中心となり団地化を図る等を行えば、この林業事業体の負担が減ると思います。
　　そこで、森林整備計画のモデル地区を町内に設定し、取組を行ってみて、そこで発生した問題等を解決することで、次の森林整備につながると思いますが、町長のお考えをお聞きしたいと思います。
○議長　　町長。

○町長　　課長より答弁させます。
○議長　　特命担当課長。

○特命担当課長　　この森林経営管理制度というのは、国が新たに森林管理として出しました手法でありまして、いわば町のほうで集積計画をつくって、町が発注する方法が一つ、あとは町が林業体に発注するという方法もあるんですが、逆にその二通りしかなくて、一番いいのは森林所有者の方が自ら自分の山をやっていただければいいんでしょうけれど、各地区の所有者がみんな高齢化してなかなかできないという現状がありますので、その辺は林業事業体がそれに代わってやるという仕組みになっていますので、そちらのほうはこの制度上では無理というような形になります。林業事業体が受託して、その作業員として地元の住民を雇用するということは可能かと思いますが、それにしても資格とかそういった制度をクリアしないとなかなか簡単にはできない仕組みになっておりますので、その辺ご理解を願いたいと思います。
○議長　　河越昭利議員。

○５番　　分かりました。これに関してはちょっと私の研究不足があったかと思います。すみませんでした。
　　それでは、次の間伐事業、地域の景観整備の視点から道路脇や住宅の周りを優先的に整備についてですが、既に町で行われておるということでありますので、これは引き続きまたお願いしたいと思います。
　　以上で私の質問を終わらせていただきます。
○議長　　これをもちまして河越昭利議員の一般質問を終了いたします。
　　お諮りいたします。ここで休憩を取りたいと思いますが、ご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　異議なしと認めます。よって、２時35分まで休憩いたします。（午後２時２７分）

◇　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇

○議長　　再開いたします。（午後２時３５分）

　　次に、３番、菅家三吉議員。

　　菅家議員の持ち時間は、３時35分までといたします。
○３番　　まず初めに、４月の選挙では町民の皆様、大変お世話になりました。本当にありがとうございます。私、２期目となりましたが、次の４年間も皆様の声を丁寧に拾いながら町政に反映できるよう精いっぱい努めますので、どうぞよろしくお願いいたします。
　　それでは、一般質問のほうをさせていただきます。３番、菅家三吉です。
　　2011年に起きた新潟・福島豪雨災害から11年、令和４年の10月より、只見線の全線再開通をはじめ、昨年、令和５年の５月からは新型コロナウイルス感染症も２類相当から５類感染症になり、徐々にではありますが、台湾、中国を中心としたインバウンドをはじめ、県内外より観光客が訪れるようになりました。当町に観光でお越しいただいているお客様のお目当ては何といっても、只見線第一鉄橋のビューポイントであります。マイカーや大型バスでお越しになる方や、只見線を利用して会津宮下駅から徒歩や観光協会で行っているレンタサイクルを使って道の駅へ向かう観光客の方も度々見かけます。
　　そこでお伺いいたします。県道237号中川井地区から国道252号までの道路、通称長坂において、現況歩道の整備はされていない状況であります。県道ですので、町単独での整備は不可能なのは承知しておりますが、観光客の動線の安全確保、また、地域住民の方も健康管理のためのウォーキングコースに使用しておられる方もいますので、歩道を整備し、安心して歩いていただけるよう、また、並走して只見線も走っており、田園風景もありますので、歩きたくなるような長坂の整備を検討していただければと思いますが、町の見解を伺います。
○議長　　答弁を求めます。町長。

○町長　　３番、菅家議員の第１項目、県道237号小栗山宮下線の通称長坂における安全対策についてお答えいたします。
　　議員ご指摘のとおり、長坂は県道小栗山宮下線で福島県が管理する道路であり、現況では歩道が整備されておらず、町民の方や観光客の方が安全に歩行できる状況ではありません。このため町では長坂を含む会津宮下駅から尾瀬街道みしま宿までの区間において安全に通行できるよう、令和５年度から福島県と協議を進めてきたところでございます。協議では、会津宮下駅から尾瀬街道みしま宿までの歩行者ルートとして県から５案が示されました。その中から３案に絞った上で、庁内で検討した結果、最終的な場所の考え方としましては、会津宮下駅から長坂を通過し、国道252号橋梁を含めた歩道を付加し、尾瀬街道みしま宿までの安全な歩行者空間の整備を要望しました。要望の協議においては、長坂区間の懸念として具体的に挙げられる点は、区間の大半が急傾斜で片切片盛区間であり、上方の山側は国道252号線に当たり拡幅が難しく、谷川には、急傾斜地には土留め擁壁区間が連続しており、盛土構造の拡幅は難しい状況でございます。下方の谷川はＪＲ只見線と近接する空間となっており、拡幅に当たっては道路との余剰地が少なく、またＪＲ等関係機関との協議が必要となります。現時点では、ルート全区間の歩道の詳細設計が未実施であり、施工方法及び実施期間は決定していない状況にありますが、引き続き福島県と協議を進め安全対策を要望してまいります。
○議長　　再質問を許します。菅家三吉議員。

○３番　　それでは再質問のほうをさせていただきます。
　　答弁にありましたように、令和５年度から県との協議を進めてきたということで承知しておりませんでしたが、話を建設的に進めていただいていたということで、まずは一安心というか、しているところであります。
　　その中で、５案中３案ということで町のほうで検討していただいたということですが、実際にこの答弁書にあったとおり、私のイメージではやっぱり実際、今、車道、車が２台通って、歩道を造る場所が少ないなというのは自分で通っていて分かってはいたんですが、この答弁書ですと、その分の新しく拡幅してはちょっと不可能ではないかというお答えですが、歩道の確保はどのように検討しておられますか。
○議長　　地域政策課長。

○地域政策課長　　ただいま会津若松建設事務所と協議をしている中なんですが、基本的にはまだその設計が終わっていない段階なので、施工方法というのは今の答弁書のとおりなんですけれども、施工方法とすれば、やはりその拡幅というのがまず一番多いところかなというふうに思いますので、関係機関と相談しながら拡幅ができないか、まずこれを相談していきます。そっちのほうが難しいという判断がなされた場合には、いわゆる宮下　　　と同じくカラー舗装という方法も考えられると思います。ただ、カラー舗装については積雪等によって道路のカラーが見えなくなったり、除雪によって削られたり、様々な問題もありますのでそれ以外の方法についても検討できるように県と協議してまいりたいと思います。
○議長　　菅家三吉議員。

○３番　　拡幅の余地もあるということでしたので、ぜひともなかなか道、壁は高いのかなと、ＪＲも絡んできたりというところもありますので、大変なのかなとは思いますけれども、拡幅の余地があるということであれば拡幅して、気持ちいい歩道整備を実現していただければなということであります。
　　あと、本日私の前にも馬場議員だったり、一般質問ありましたけれども、町内の健康増進施設や宮下地区の再開発等々も含めて、ちょっと言葉がうまく言えないんですけれども、トータル的なデザインといいますか、今回、この長坂の歩道整備、そして国道の架橋も架ける話も出ておりますので、観光客も本当に歩いて楽しめるような、トータル的な今これから町内で開発しようとしている施設等々も含めトータル的なデザインをしていってほしいなという私の思いでありますが、その辺ちょっとご見解お願いいたします。
○議長　　総務課長。

○総務課長　　今、議員からご提案のありましたとおり、今後、まだ実施に至っていないところもありますし、ただ町の魅力として公園であったり、ビューポイントへの歩く歩道であったり、あとは今議員もご存じのとおりレンタサイクルであったりとか、本当にいろんなものが少しずつですけれど生まれてきておりますので、今後、中央活性化計画もありますし、あと観光ビジョンも今後策定しなきゃいけない部分もありますので、そこら辺も含めた中で議員ご指摘のトータルデザインということを念頭に置きながら、町の観光の部分を、方針を定めていきたいなと思います。
○議長　　菅家三吉議員。

○３番　　ありがとうございます。今、本当にインバウンドを含め、県内外からの観光客の中で歩くというのも一つの観光のワードポイントとなっておりますので、歩きたくなるようなまちづくりというか、というのも念頭に置いて、今回は長坂のお話をさせていただきましたけれども、まずは安全に歩ける、そういう道路づくりというので今回質問させていただきました。
　　トラベルボイスというところでやっている記事があったんですけれども、その中で「データでみる訪日リピーターに人気の地域、インバウンド誘致の好機とアピールすべきポイントを探る」という記事の中なんですけれども、その記事の項目の中に「データでみる、リピーターに選ばれる観光地、次のブレイクスポット」というところで、その記事の中には初来訪者とリピーターの総体分析で伸び率が高かった場所を「訪日リピーターの選択率の高い観光地」としてランキングをつくっている記事があるんですけれども、その中に１位で福島県三島町、２位岩手県釜石市、３位岐阜県白川町、４位富山県あさひ町、５番目に青森県黒石市というそういう記事もあるぐらい、全国、全世界的にも福島県三島町は興味を持っていただいて、そしてなおかつリピーターと、うちらが観光人口だったり、関係人口を伸ばしていくというキーワードの中でこのリピート率というのは大変重要だと思っておりますが、調べてくれる人は調べているなというところで、大変次に来る観光ポイントということで上げていただいておりますので、ぜひ来た観光客の方がまた来たい、来てよかったと思えるような、そういう町にしていただければなと思っております。課長いかがでしょうか。
○議長　　地域政策課長。

○地域政策課長　　ただいま菅家議員からあった記事ですが、私も拝見しました。記事の中で、中身見ますと観光客に寄り添った対応がすばらしいという記事があったかと思います。それもやはりその観光協会という組織があって、その観光協会の職員がまさにその現場目線で何が必要か、何が求められているか、それを自分で理解しながら進めている結果だというふうに思っております。町としても観光協会と一緒になりながら、今後も選ばれる観光づくりを進めていきたいというふうに思いますので、ぜひともご協力をお願いしたいと思います。
○議長　　菅家三吉議員。

○３番　　ありがとうございます。この町の本当の根幹の課題でもあるその観光人口とか関係人口、本当に伸ばしていく一つのたかだか歩道の整備かもしれませんけれども、一つのポイントとして、それがずっと何年後かには造ってよかったなと言われるような、そういう整備をしていただければなと思います。
　　以上で終わります。
○議長　　これをもちまして菅家三吉議員の一般質問を終了いたします。
　　以上で一般質問を終結いたします。

　　　　　　　　　　◎陳情第１号の審議（質疑・討論・採決）

○議長　　日程第６、陳情第１号、国に対し「学校給食費無償化を実施することを求める意見書」提出についての陳情を議題といたします。
　　事務局長朗読。
　　　　　　　　　　（事務局長、議案書により説明）

○議長　　お諮りいたします。
　　本陳情は、会議規則第90条の第２項の規定により、委員会への付託を省略したいと思いますが、これにご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）
○議長　　ご異議なしと認めます。よって、本陳情は委員会への付託を省略することと決定いたしました。
　　これより討論を行います。討論ありませんか。
　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論をなしと認めます。
　　陳情第１号、国に対し「学校給食費無償化を実施することを求める意見書」提出についての陳情を採決いたします。
　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。
　　よって、陳情第１号は、原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　◎陳情第２号の審議（質疑・討論・採決）

○議長　　日程第７、陳情第２号、「国の『被災児童生徒就学支援等事業』の継続と、被災児童生徒の十分な就学支援を求める意見書」の提出を求める陳情書を議題といたします。
　　事務局長朗読。
　　　　　　　　　　（事務局長、議案書により説明）

○議長　　お諮りいたします。

　　本陳情は、会議規則第90条第２項の規定により、委員会への付託を省略したいと思いますが、これにご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）
○議長　　ご異議なしと認めます。よって、本陳情は委員会への付託を省略することを決定いたしました。

　　これより討論を行います。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論をなしと認めます。
　　陳情第２号、「国の『被災児童生徒就学支援等事業』の継続と、被災児童生徒の十分な就学支援を求める意見書」の提出を求める陳情書を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、陳情第２号は、原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　◎散会

○議長　　以上で、本日の日程は全部終了いたしました。
　　本日はこれにて散会いたします。
　　お疲れさまでございました。
（午後３時０４分）
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